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物 質 構 造 論

原 干 物 理 學、 スペ ク トル・x繰,

放 射 論 ・結 晶 化 墨,立 履 化 學 等 ・

K千 イ .

牙 ン との 衝 突 〔1〕弧 性 的 及 び非 彊 性 的 衝 突(盟i)・

SdvnidtO,,同 上 〔H〕 衝 突 過 穫 の機 擣(268)・

¥H6rineE.,電 解 水 素 吸 敢 に よ るPdのx干i+C線

幅 の 變 化(1;03)・

Ann.Phyeik,210934/35).

SchmidlO・,無 機 及び 有 機 性 の 氣體 分 子 と

GenlrcrW.,了 纏 に よ る 】kの 崩 墺(1.'1り ・

.EIS臨 ・rW・ ・元 素 檀 子 の 構 造 と核 強 度 ・(1213)・

ltrillouinM・gPlankの 債 予 と原 子 力 場(1345)・

匸11ula亀八・・ グ ル シニ ウム のK線 の構 逶 と傳 導電 子

(1+102)・

1'ehW・ ・中性 子 に よb誘 鞣 され た る放 射 能性(,a〔K,・

El鰤 巳rW・.核 結 合 の 張 さ(laOG).

D国ande聰 博H・・ 分 子 ス ペ ク トル と構 成 原7の 電 干及

電 子 虚 との 簡 畢 に しz一 般 的 な る闘 係(且Sl:3).

JacgninatP・ ・ 水 鍛 の""/.ceman効 果 と娠動(】tiO3).

tiirger[d・・高槻 子衝突爛 する作髄 積1二對 すIH・U・ ・、㍊・廻轍 振動砌 振動艇 鱸 分 子の化

る 結 合 力 の 影 饗(nO7)・ 學 反 呱 性(1611)・

IhcitngILu・liiTigerF'.,¥V一¥lu合 金 よbの 電 干 放¥fidnnlL・ ・ 硫 酸 及 硝 酸 α)二 元 混 合 物 の ラ マ ン 効 果

出(697)・(LilS)・

1:nese211.0・ ・ 酸 素 振 動 エ ネ ル ギ ー のEinntellJm巳erJ,Am.Chem.Soc.,56(1934)・

と他 氣骸 に よ る影 響(6S2)・

L'L;ttt,IG・,三三 原 子 の 性 質 の 波動 力學 的 計 算(7・lr])

Comp軌rend"199(1934)・
ロ

J【DnescoA・ ・`2350A・!ObO・vの 範 園 に 於 け る ア セ チ レ

ンの 吸 收 ス ベ ク トル(T且0).

lt:agltB.elErrern∫..近 赤 外 に 於 け る有 機 液 照 の

吸 收 に 對 す る 温 度 の 影 響(71:1)・

1)estnuchesJ・L,LnuisdeBr・rglLe光 蚤 子 説 の 公 理コ

読 と超 量 子 化(779)・

1.ler民euM,,原 子核 の週 期 的性 質(S59)・

ChamiieC・,Thの 活 性 沈 澱 の褒 碩 に 於 け る附 加 幅

射(943)・

TrehinR,,HCL及 種 々の 鹽 化 物 水 溶 液 の 紫 外 線i:

於 け る吸 收 スペ ク トルの 比較 的 研 究(1(Pl9).

Peyche5L酒 石酸 及 酒 石酸 麹 の 水 溶 液 の ラマ ン ス

ペ ク トル(112D・

PiaunI,.,シ ク ロ ・ペ ン タ ン誘 導體 の ラマ ンス ペ ク

トル ム・1一ベ ンチ♂レ・シ ク ロペ ンテ ンの合 戒(1127)

Url顧nPrUWod"hl.,菰 光 スペ ク トルに ょ る ア ル

カ リ金 風 の 研 究・ 感 度 曲 纏 の 橋 成.(ユ199).

XYilliamsA.Tr.H「 とWと の スペ ク トル の 橋 造

(1201)・

Y西W:,核 中 の 中性 子 贋 の 新 實 験 的 證 明(1209)・

nlanl[anS・1i.,LTUe}'ILC・&llleal:ncy、Vの 阻 石 叫鹽

.の 酸 棄 同 位 元 棄pu:;plnの 比 存frLt(2601)
。

J.Chem.Phys,。,3(1935)・

111ugLesE・W・ ・CvanuricTriazideの 結 品 構 造(1).

¥VnrrenB・ 鳳&Bu【well∫ ・T.,斜 方 硫 茨 の 構 造(6)・

JamesILM・ ・L㌧+.分 ・.rの波 動 力 學 的 取 扱f9).

VilsiじnB・.遊 艇 基 のFl【 詒 とx;機 ア ル カ リ化 合 物

(1あ)・

$ultunP・P・ 龍JlayerJ.Eり 電 子 親 釦 力 の 直 接 的 實

驗 的 決 定 ・ 沃 素 の 電 子 親 和 力(sa).

LcihV・ ・ix水 化 物 の 結 合 手 ニ ネ ル ギ ー;A輔 量i"iり・

を 奥 へ る訂 正(55).

¥¥'ilsnnE・B.,甼 面 正 方 形 分 子,v:,の 正 規 振 動 勲 .

と 昌 ツ ケ ル カ ル ボ 昌 一1レ の 構 造(珊),

Prins.J.・:a・,イ オ ン 溶 液 の 分 子 配 列 とx線 廻 折(了2)・

SerberR響 ・含 永 炭 素 分 子 ζ)ニ ネ ル ギ ー(7i1).

1.luarrlJ.o.&Gold>tcin'L.,Caesium4:0neachIoτdi・

轟【5eni巳㊤,C㍉A㍉Cl9の 構 造(]17)・

JnmesIl・M・&Conlidge.A・v・ ・II3の 基 礎 状 態 の

論 議 に 對 す る 訂 正 と柵 補(129).6

」・chim.Phya.,31(1939)・

:JoLi砿 新 放 射 佐 元 素,崩 壌 の 化 學 的 誼 明(611)・

B〔・gdsn1丶 ・ 液 艱 物 質 の 構 造 に 關 す る 孝 寮(1i47).
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∬ 。nateh.Chem.,65(1839'年5)・CL:Wwi・kJ.&(:・1・1hnL・r¥f..嚇 巾 性 子[二 よ る破

Kd隆 旦ranstLK6、V.e.LI.tioPPlP.,ヲ マ シ 効 果 研 壞(65>

究 〔xxxvm〕 有 機 物 の ラ マ ン ス ベ ク ト ル(異IIICS"CS}1:.,カ リ ウ ム の 臼 然 的 及 人 工 的 雌 射 能 控

恒i丿.ξラ フ イ ン誘 導 壷豊[V])(185).1(96).

1:0L】rauscLK.W。F.u。Pongm1πA。 」ll4上 〔¥X.¥exmanド.H.&¥Vnikei.【.J..カ リ ウ ム の 放 射 能

lX〕 府 機 物 の ラ マ ン ス ペ ク ト ル(ベ ン ゼ ン の 多

置 換 儒 〔v〕)(:99),

Netnre,139(.籃954、 ・

DabidT.,ス.ペ ク ト ル と 焔 五 斯 中 の 潜 ニ ネ ル ギ ー

(crab.

¥"yardL・ ・i鞣 分 子 に 於 け るa(ac)準 位 の 位 置

(11:17).

Illla叩z.&OliphamM.L..【1■ 性 子 衝 撃 に よ る 元

素 よ りの 第 二 次 放 射(T.の 」

--mmmamlG,,Silicaの 赤 外 ス ペ ク トル(739)・

ILicLardwnl[.(.)・W・&Smith.A.L.・ .r.,の β線

(772)・

G…seA・B・&・}9・u,.M・s・ ・F・S-DIの 元 素93

(773).

SutherlaれdG..,,.li.M.,.rア セ チ レ ン の 恢 動 ス ベ ク

トル 及 び 結 合 力 恒 數(iiJ)・

■sgLrtgm!㌧.&ULLcl{}bdc睾DL題b【 【1、V・ ㌦【㌦1ス ペきク ト

ル.と 焔 武 斯 中 の 潜 エ ネ ル ギ ー(aas)・

ItrindleyG9.、V.&SpiersFし 、v門 鋼V.)x線 隷重匿し係 數

1謝 す る 格 子 舶 及 分 散 の 燃(sso)・

SirkacS・C・ ・rζ ン ゼ セ蒸 氣 の 廻 構 ラ マ ン ス ペ ク トル

(sδo>

'lbhnsk7S
.,沃 素 の 核 ス ピ ン(S51)・

H乙しrkiusW.D,&G鱒sD.M・,Il」 性f.の 質 量(968).

1騨 。M..Ml,]atT.,R'e・ ・印 ・・cmL.趣 ㌃wM。

Fermi効 果 に 開 す る實 驗(97{ウ ・

1慧 こ膿濃 雛 鸞 鰓'。。、r
3nen「 匪鹽.a_,S乙ilaア 【lI,.&戛 ユoIコw㎝11ヘ1一,恥 よ

りN.線 に よ.る 中 性 子 の.｢子 管 に よhr誘

導 き オ迄た る放 射冂能t匪…(8SO〕 ・

NじgaΨ[.r.,,.通 常 の 氷 及 重 い 氷 のC.引 【limes.inn

(nna)・

1;haLhaH.J.,.高 蓮 プ ・ トソ.の 物 質 通 邁(934)・

T錨 、mL,¥eutnroとTmionの 柵 互rkm(1010)・

Natnre,135一(1935).

LI・wryT・M・ ・核 化 學 に 於 け る 式 と方 程 式(36)・

著 者 な し,新 原 子 模 犁(dA)・ ・

性(AS)・

Y.anl:+'1'.1?.,Chnlmers'1'.:¥.SHopx<adF.L.,

重 い 水 よhRaY線 に よ りτ 放 射 を られ た 中 性 子

に よ るli秀登 放 射art.生(99)・

(:rocsE.&Cuksac, .液waの 疑 緒 晶 構 造 とltainan

効 果(】 ⑪o}.

Nati】irwise.,22(1939)・

R£d庶h(,.u.lbrde5r一..重 〃 ノ ー ル 及 び ク ロ ロ

フ 才 ル ム のRanianλ ベ ク トル(80S).

1{rascMIa.『1昇ngeI㍉¥ValpA・.Eank>T・E・ ・

ChalmersT.A..SxilanlL.u.Etup.rw.dF.L.,

硬X譲 に よ るReよ りの 中 性 子 の 放 射,放 射 能 性 ・

の 元 生 戊.(837)・

Aatniwiae.,23(f935).

¥1'rntzell..;・,.プvト ン 及 び.中 性 子 の 安 定 度 の 問 魑

ass).

Phil.Meg.,19U`JSS)

¥CaItoILJ・ ・ 核 合 成 及 同 位 元 葉 の 構 造(33).

IhigherJ・V・ ・e・繚 の 廻 折,部 藍度 電 子 に 對 す るde

liro董ie法 則 の 漣 明(129)・

Phys.Rev.;48(1934).

RlclIerI.R.F&GoudsmR鼠,原[子 二 串 ル ギ ー 閑

係(048)・

DtannM.MるsNielunW・M・,水 銀 の 隆 發 光 に 對

す る 水 素 の 影 響(991).

Phys.Rev.,47C1935).

1¥'amcnD.T.,t,蒸 氣 の 紫 外 吸 收(】)・

14wrじnceE.0.,ilculnnに よ るN".の 變 換(i一)・

llarkinaw.D.,GansD.M,民ICcwsonII.n.中

性 一fi【=よ る 輕 原 子 核 σ)破 鱈建.〔11〕re・1'及C」 σ～2)

M鋤U∫J.1.LiI)uO・ndackO.s・M9及N・1瑚0)

第 二 種 衝 突.〔:,;)・

Glo弱eA.V.R《9田 齢M.S.,Frrmiの プ ロ ト ン 効
c

果(9.り ・.

hurieN,D..中 性 子 に よ る 窒 素 の 破 墺(4,)・

トPhysik.Z・35(1939)・

31izas6inmS.,¥(uriw・Y.u,IligasiK・.白 由 廻 轄 團

を有 す る 分 子 の 双 極 子 能 李 と ラ マ ン 効 渠(ao:ウ.
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W

K・・3・「凪o..分 礪 突 に よ るu,核 振 動 の勵 起.1

〔983)・

StunrtH.A.u.Volkm:mnH,,有 機 分 干 の 光 學 的1

異 性,形 状 及 内 部 運 動 性(勲88)・

RuPPE。,陽 電 子 の 研 冗.(999)・I

Phy・ik.Z.,36(且933)・1

・・d・1…ul:.a.・)r:y,nnles・ ・ じ ・ 潴 黻 化 繰 及i

び その 誘 導 體 の パ ン ド.スペ クFル の 波 數 闘 の 普 し

い 一般 閲 係(66)・

Kaiserlio・C詫1lfi及C,Clrの 構 造(9.,).

DobycP・.液 膿 に於 け る分 子 の廻 楙 状 態(unp.

PIOC.ROy.500.CA),.198(1835).

Oassie:¥・H.U..赤 外xペ ク トルの 研 究 〔X1)BCI3め.

吸 收 スペ ク トル と分 子構 造 及びel",j1の 挙 面群

に對 す る歪 み の 彰 饗(87).

Ret6eI[.&1断er』k・ ・二 重 于の 蹟 子 力 學(Illi)・

CuckcrollJ.D..GilhcrtC.¥P.SIFaltonF..T.5.,

高速 度陽 イオ・ンに關 す る實 貌 〔IV〕 高 速 度 プ ロ ト

ン 及 デ イプ ・ ンに よ る誘 導放 射 能 性(2:0)・

Sow.Phys.,spsaa).

LychknrcaW.E.u.Knsmin1..:,.9グ ラ フア イ ト

單 晶 に俵 る髄 度電 子 め 廻折 の 温 度 影響('111)..

i.andanI,.SLifhilxE6,二 粒 子 の 衝 突 に依 る陰 陽

雨 電 子 の 生 成(24{)・

一 ・・い ・・M… い ・・よる ・劒1

散(258)。

1、。_。 祖 鷹 獻 肝 、、於け、電子臟 曜

Z.Phy呂ik.,92(le54)・

."Lltorthucn聾.,KTebsK.u.R`,mP藍R・,灼 熱 せ るW

及Rh表 面 上 に 於 け るNa及C5蒸 氣 の 各 自 の

電 離(1).

Herzb巳rgG.,Pユ ヒatF.u.Spinks∫.W,T.,質 量2

な る 永 素 同 位 元 素 を 含 有 せ る分 子 の 寫 眞 的 赤 外 に
る

於 け る砠 轉 振 動 帶 〔1〕C:HDの スペ ク トル と ア

セ チ レ:!1=於 け るC-C及Cl.1の 距 離(B7)・

MaurLL【W.乢SVolfR.,.lteの 螢 光 に開 す る妍 究及

勵 起1.【e原 子 に よ る第 二 種 衝 突(100)・

動 の 相互 作 用(li?)・

Rupl】 卜:・・ 人 工 的 に生 成 せ る陽電 子 に関 す る 實 験

(擶)・

IxnzW・,固 定 せ る績 品 圭 面 に於 け る分 子 線 廻 折 の

強 度 の 計 算(1131')・

Z.phy理 曲.Chem.〔A〕,171(匸934)・

.tich
al'xG・L・R・ ・lirgosierin及Choleatcrin誘 導甘ea

の 結 晶構 造 研 究(X36).

IZ.physik.Chem.〔B〕,27(1934)..

S【ua了tILA・,新 分 干模 型 に就 て(350)・ ・

HblunJ.u.Fe旧mm顎n鬘1.,逕 移 現 象 のX線 的 研 究

〔1〕.題移 現 象記 鏤 にR"eisxnbcrgのX線 測 角 器

の 感 用(42ろ)・

1.lcr且CI,:・u・PlonkI.[.,KumP[じxlsα"しriCに 就 て,

錯 異性 體 の結 晶 核 種 及 び 績 最 格 子,熱 化 學 的 研 究

K・ndmYewV.u・SinAin¥1.,種 々の 氣 體 に よ る吸1

色 素 の 螢 光 の 清 去(2P3)・

`icosd・v・rti・ID・ ・119の 陽 イ オ ン に よ るM"kWi上

1

りの 電 子 遊 離(hlu).

'1'anun亅
.,階 電 子 理 鎗 のE<dusionPrinciplel:關 す'

る冒臼娩 の 訂 正(424)・

Z.anorg.Chem.,Y21(1934133).

IleresyG.ronu.Uullenkop(W・ ・tiの 轉 移 物 に 就.

て(167)・

F:iexnfeldE.H.U.Tobi巳nk¥1..電 合 酸(287)・

Z,ElektrocLem.,4iUga5).

Reinid:eR門Arsenoliltiの 持 晶 梼 子 力馳ら導 力・オした と

こ る の,Ozouinm化 合 物 に 於 け る 囚 價 酸 累 に 對 す

ろ 凱 盟 幾 何 學 的 墓 礎 と して の 方 向 づ け られ た 虫 及

副 原 干 便(._;)・

ZinUI;,・1.HanivrA,H:rdalkalihyJ・idの 橋 造(詔).1

7.iutl6.u.

(d80).

Z・phy8ik。Chem● 〔B〕,28(1935)・

;1.【〔d(mnnn .,.,1'emwskit構 造 を有 す る 化 合 物 の 研 究

(ns),

PaロlsenO..ラ マ ン効 果 研 究 〔Xl.〕 ・Cia一'1'nns異 性

幟 の ラ マ ン ス ベ ク トル(12a).

1Sdrenx囗N.A.u.TrumpyB.,簡 單 な る糖 勝 導餓 の

分 散 及 廻轉 分 散(135)・

74rieklc6U.u.LauppeW"アn,一 〃,エ ー テ ル,

ケ1・ ソ 及 ア ルTヒ ドの 分 子 化 合 物 内の 酸 素 の親

和 力飽 和 の 問 題(分 子 化 合 物 の ラマ ンスベ クrw

的 研 究 〔1〕)(16a).

9

1

1

「

圏

.{匕學 熱 丿」耳雪,熱1ヒ

學 及 邏 動 論

1__,。,蝋 造働[食 謐 黯 粥 瓢 る。化、,、,、

一13u一
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Ber.Dtech.chem.Ges.,..ss(1915).

pirsch・ 丿r有 機 化合 物 の分 子 融 解 熱 及 融 解 跡 の 位 躍

」;よ る羣彡響(67)・

Co皿Pkrend.,193(19S4)・

.LieoanlA .,Rrtier及Thgm50n現 象 とエ ン トロ ピ

ー(sss).

Paris.R.,不 濳 性 フ ニ ロ シヤ ン化 物 の沈 澱 の熱 量 計

的 研 究.・(863).

Sw…eヒa.1aw5xi.、、7,虻霍S111㏄w亅cyJ」,甚 だ 「筋少 な る熱

効 果 の 測 定 にNexlonの 冷 却 法則 の 應 用(995)・

SabanlJ..ハ ロ ゲ ン分 ヨFの4三成=」 増ちル ギ ー と イ 舜幽ン

電 位 差(939)・

QuintMり 藻 蟹 の 法 則(1023)・

Hely.」,18(1935)・

Tr`証dwcllWD,.u.Te[略hじSI.L.CI・AI,電 池 の電 位

よ りNCI,の 遊 離 生成 熟 と實勲 量 の 決 定 〔103)・

」.㎞.cram.Soc、956(且934)・

1:ulbnnsenF..A.&【RnUinwnA.L,積 分稀 蓐熱

XaCI稀 薄 水 溶 液の 相 封 的 部 分 分 子 含熱 翫 及熟 容

量(2851)・

Ar呻rusterM・x.&Cre恥haw∫ ・L・ 液憾 加 里 アマ

ル.がムの 熱 力 學 的 研 究(356).

」.ムm。Chem.Soc.,57(1935)。

FしlossR.M.dlirousC.A・,電 解 質 溶 液 の性 賢 〔XC〕

高 度 弱電 解 質 の熱 力 學 的性 質(1)・

HamedH.鼠&flame「W。 ∫.,電 動 力 測 定 よ り硫

酸 水 溶 液 の 熟 力 學 ～2了).

CobbA.W.&GUbe竃tE,C・,ヒ ドラ ジ ンに 關 す る

研 究 …zm及20ｰ1こ 齣 るHedramni・111の 熱 容

量(;35).

Gil6nlE,C.gCobbA.W・,ヒ ドラ ジii_開 す る

研 究:25。 に於 け るHydr脚n洫m驩 の溶 解 熱

.(錦)・

Hu伍hanii.M.&EllisE.L,熱 殿 饉匚 〔11〕1-Cvso曹 【Cambd且A.N.&Campbe蝕.A.J.R.,二:成 分 液 體I
ein巳 》Cnしi爬,§ ・Tbig蔓attic」 丶c…d及1'Y'・Di山io・

dU誌cLicAcid.の 燃 焼 熱(91)・

1.【u8inanH.M,s:EllisL'..L,熱 敬 僚 〔H1〕 硫 黄 を 含

細 っの有厩 働 の鰆 塗声 … ピー及自齟ト

由 エ ネ ル ギ ー(46)・

Chipman丿.sPunlanaあ1・.G・ ・ 高 渥 に 於 け る熱 容 量

1;塁 ます る新 近 似 式(d8)●

Kl5[振kow5krG,1㍉,20meynJr、ir..ItuhnltJ・Rり

Sn.舳]1.:¥.S¥'a・igUanw,r.,府 機 反 感 熱 〔i〕

Sチ レ ソの 水 素添 加 の 装 置及 熱(6fi),

Doo9㎞'1'.IL&CrdcltfOTdI'1・D・1二 つ の 温 度 に於

け る 个 鵆恒 馼 の 笹 よ りの 反 懸 熟 の 計 算 に就 て.の

注 意(97)・

NiesN・P・&YostILM・ ・ICTsの 熱 力 學 的1亘数

(306)・

C91墨in5SLC・L純 粹 物 質 の 二 猷 及電 矼 距離 に於 け る

温 度測 定 に 定 よ る蒸 發 熱.(3tl`り ・

」.Chem.Phy8.}5(1935)・

1"oenigF・O・g熱 力學 的方 程 式 の族 〔1〕特 性 群 に

よ る變 形 法(29)・

Lew…5B.SζvonElbeG・ ・ 天 斯 爆 鼓 に 於 け る異 常

壓 と錘…動 ●21ltO=ヒ 輩011十II2の 解 離 工?.ル ギ ー

の 决 定(6:1)・.

GOTanson.k・W.&K暉cekF・ .C・・1ン オ ル フ ラム 酸

曹逹 の 柵 挙 衡 に及 ぼ す壓 力 の影 響 茸【Lに其 熱 力學 的

性 質 に 開 す る賢絵(87)・

KesselL.&,4メ チ ルsタ ンの 熱 力學 甬 鞍(11b)・

」。ch㎞.phコ1圏L,51(藍954)・

LerbergheG・ ・純 粋 物 のFugacityの 蓮 計 算法(577)・

MenatSh、Chem.,65.(苴954!35、 ・

GuthF..u・MaτkH.,.分 子 内統 計 力學 持 に 饋状 分 子

の場 含 〔1〕(93)・

Nat町e,134(1954)・

FrecrtS.&Thrrd!eILG.,金 屬 状 態 の 磁 氣 的研 究 及

Fermi・Dirac統 言欅 σ74)・

PhiLMag.,■3(1955)・
　

BellR・P・&Gn町Or溶 液 の 分 于 間 櫓 互 作 用 と熱

力 學 的 性 質 との 聞 係(66)・

Phy8丑 【・Z・955(1954>

GerlerC.J.o.(;asimirH.,超 傅導 的状 態 の熱 力學

(963)

Trans.Farab.Soeじ,L.30(1834)・

P

混 合 物 の熱 力學=蟻 酸 とホ(】109)・

Z。anorg..Chem,,221(1954t55、

Hiel兇rW.u.Roml,ergE・,金 屬 カルポ 昌 ル 〔XXI〕

金 屬6カ ル ボ 昌 ルの 熱 化學 的 研 究(:1:t2)・

Z.F.lektrOchem.,41(1935).

Luthe【R.,熱 力 學 の 一 課 塾(20)・

Rol」W・ ・、・・糘 覗;近 年 の 測 熱 學及 熱 化學 の 進 歩 の

第 二ll61糘合 轍 告(112)・

Z,physik.,s2(a34)._
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j:+cynuW・,熟 力學 的 状 態 力 程 式 を 基 とぜ る賓 際 氣..

體 め 性 質 〔11JIIcの ゾユ ー ル効 果(.,o.,.)・

]ac)'ni(Jncyno)w・ ・熱 力 學 的状 態 方 程式 を墓 とせ

る貰 際 氣膿 の性 質 〔n1〕Heの 比 熟G蟹 及Cp並

に 粮 及 雌膨 服 係 鼓(66且)・

Z・physik.Che肌 〔△〕,172(1935》 ・

.'JmiLsa.u・Cannegieterl).,凝 締 熟 决定 の 直 接 法

〔II〕高 度 乾 爆 液 體 の 實驗(】)・

Z」phyaik.Chem.〔B〕,27(1939)・

Wo!fK・L乢'Priachmann.卜LG ..有 機 分 子 の 昇

華 熱(376)・

Z.physik.Chem.CB),28(vsas).

"'u■fK・1州Pahlkじi・Lu.、1'ehageK・.混{ト 鼻キ1蒸

.螢熱 及 會 合(1) ・

ゾ

「

弓 質 論

粘度、表面張力.旋 光慶,分 子屈折,

磁 氣的性質,透 電慨數,双 標子能崋,

分 子容,分 子量及厚子量等・

Ann,Phyaik,21(1934/!35)・

]…labelic.,チ ク ・ヘ キaTiisこ 於 け る螢 光(川n)・

JlawllE・ ・有 機 物 質 に於 け る磁 氣 虫 屈 折(395)・

伽hnW・,,.高 温 に於 け る 自由 落 下 壕 に 依 る粘 度

測 定(76り ・

V哩tE・,水 鍛 緒 畆の 反 磁 性(791)・

Co皿pt.re皿d.,置99(1934〕 ・

1'iekl:arnA.C/SchererM・1液 體 の透 電 垣 燉 に.對 す.

る磁 岩 の 影 響(8{0)。

1.yaenmC.etP」,llOU}'G・,溶 液 に於 け るCe鹽 の 常

,磁 性(Sd3'.)・ 鹽

Sfenri.V.,ア ル ヂ ヒ ド とケ トンのCO・ 墓 と炭 素 の 鮫

化 物 との比 鮫(S{9)・

Che2enardP・1固 溶 體 の 異 方性 と その 化 學 及 機 械 的

' .性質 と.の關 係(861)・

1.tuiier.,,純 粋 の 普 遞 液髄 の 分 子 の 講 泄 と密 度

(saz)・

1.larmoisE.e[11e口gY.K。.酸 の 強 さの 測 定(]1'13)・

.allardS.、 遊 懸 報 の 磁 無 的 性 質3ギ サ ンチ ー ルー駆一

ナｻwsgti(112の.

翫 ・,B・N・・元 素 の 固骸 へ の擴 散 の 噺 見 地(1!69)・

.聴t。mpteJ・cl1'errichel∫ ・・.樟腦 の 硫 酸 瀬 波 の紮 外

線 に」於 け る廻 轄 分 散(二202)9

1魚e叩y.C・,稀 土 類 鹽 の.常 磁 性 溶 液 の 磁 氣 玳 屈 折 の

温 度`二 よ る變 化(1207).

LongchnmLonL・ 硝 子 の 機$lf63性 質(1制1);』

6abia船P・,ピ ネ ン蒸 氣 の 磁 氣 及 自 然 旋 光 能(16听)・

He17.,18⊂1935)・

1CateaW.`、..酸 性 度 と化 學 反 慮 性1二 闘 係 あ ろ諍

電 因 干(5)・

J.Am.Chem.Soc.,56(1934).

CalrA.R.&Wok剛n5kiT..『 不 解 雌 イf機 液 體 の 表

面 張 力 ε 内 抑 法 の 箇 單 な る 方 法(?7x11)・

KumlerW,D.&Por【er(:.W.,dmideの 双 極 子 能

寧 及 分 子 構 造(Y:rFfl)・

BranchG.E.K.&CaLT`}ぼD.1..,サ ル チ ル 酸 の 異

哥丸弓極廴度(2568),

Gedder∫.Al&IiingLamE・C.,:¥nie`・kの 流 動 牲

(26?5).

Ia¥ler、 へK・&Baker、 †・N州ri,uとn.()と の 混

合 物 の 永 點U,9の 融 解 潜 熱(2641)・

」.㎞ 。Chem.Soo.,57(1935:)・

¥lccersK.【..&Hop噛:1115B.S,,稀 土 鑒貢に 矚 す る 親

察 〔zi.ur〕1,E"ml】iuni刎 京子fk,2・ 難 化Enro-

piumの 比r(2・n)・

Skau,:.L"有 機 化 合 物 の 構 製 及 物 理 的 性 質 〔VII〕

見 掛 け の 融 解 熱 に 開 す る ネ 純 物 の 影 響(2aa)

0[toM.M.&¥¥'enzkeH.H.,Phony量oヒIly皇cnc及

置 換P6eny鑒eneの 電 氣 能 車(295).

(ill:insH・1;・&KuknW・ ・ 蒸 氣ah態 に 於 け る光 學

的 活 性 β・OCIyl耳itど1【 ・ めCi・C・h・1)「cLmism

.(旦騨6)
・

」.Chem・Phye.,3(1935)・

HridgroanP.W.&PowR.1呈.,三 種 短 の ア … ノ酸

の 溶 液 の 壓 絡 崋(36)・

1.瓦84ggG鯛 ガ ラ ス様 状 態(42>

31cAlpincIく 。,.&Sm}・ しhC:P・ 菰 鰍 二 三 實 換 ベ

ン ゼ ン類 の 双 極 干 能 率.(SJ)・

.1墨eαttり ・A・ ・Hndl・ckC・&r・f(euLenpcrN・ ・。ガ ス.

.8#=9ン の 藤 縮 李 及 状 態 方 程 式(93)・
.
Beo【tieJ.A..PりRenberger¥,&1.Ia<llwkC・ ・ プ ロ

パ ンの 臨 界 恒 鼓(Oti)・

.」
.oh洫 ・phコ8"3i(1939)・

Uobrya.痢 酸 繊 維 素 溶 液 の 粘 度(669)・

Floularic.A・ 液 體 の 衷 面 張 力 の 熱 雙 化 係 數(G21).

b【onateh.Ghem.,65く1934/35)・

■ol

}
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IlarandJ・ 禄 賦 物化mjV .)標 識.と し τ の 臨 界 温 度IZ.phyeik,Ghem.〔A〕,172(IA35)・

(iss)・1

頁aし 興rel.39(匪939)・

Smilsふ&Moe「lmnN'F・ ・ 圈 態 の 伐 雜 性(69S).

Ral》S.1も&1;ar訟achaτir.S・ ・ 有 機 燕 氣 の 磁 性

(818)・

>lcPctrieJ.5,ラ ヂ オ 高 周 波 電 場 に 於 け る 物 質 の

電 氣 的 性 質(897)・

1Patnre135(1935)・

W題55mεwW・.SyrAinJ・&KenexI..沃 素 の 双 極 于

能 崋(71)・

SlondaK'&56imimY・ ・ 錫 の 磁 性(108)。

1Patarwies●22(19S4)_

LandtE・ ・ サ ツ カ 卩 一 ズ の 双 極 子 能 毳ドの 次=定 に 就 ーご

(BOO)・

Phy8.Tevり46(1939)・

SlackF・t:.,artの¥'erdel恒 数(995)・

¥¥`iliiawsC..Niの 熱 膨 脹 と容 積 に よ る強 磁 性 の 變

化(1011)・

Physik.Z.,S5(s34).

Sn。ek.J・!州 廻 穂 的 及 進 行 的 結 性 の 冏 の 關 係(911)・

(ユusiLls .K.u,13nrlha巳0111LE・ ・ 液 化 」政7k素q)性 質1

(888)・

¥[ullerF.1.1.,颪 水 の 双 極…子 能 率(loos)・

Sow・Phys,・s(1939)・

Tnllertii.,強 電 解 質 の 水溶 液 の粘 度 に對 す る1昆合

法則 曲 にspezilsdie1咀rnvivAwil31の 實瞼 的 測

定汲 中性 鹽 に よ る加 水 分 解 の 減少(129).

2,physik,Chem.Bl,27(1934).

lrltkcn:,.U・B恥hnerA・.弱 換性 結 晶 の透 電 恒 鼓 と

その 温 度 影 響(321).・

Z.phyeik.Chem.CB),zs(aas).

Iier41r;・u・Ilemonヒ1弘 櫻 田 氏 の 論夊 「曾 合分 子 の

双 趣 子 能 李 の 大 き さ と曾 合 に於 け る質 量 作 用 の 法

則 の 適 法 性 」につ い τ(19).

yuodLatTD.u.5thumatherH.一 」..鹽 素 の 一酸 化 物

及 二 駮 化 物 の 双 橈 子 能 崋(17)・

胎eτgerG州 曾{≧・と分 番唾傘(9う).

¥¥'ellmJ..二 成 分 混 合 液 聽 の 表 面 張 力:¥nilin-Cyclo-

lhewn系(,ｻ).

●

電 氣 ヒf 學

RudenkoN.臨pu.Sd四b匹ikowL.W㍉ 液 態N,CO,…1:a.penV.,

1
:U,.o.の 粘度 に對 す る湿 度 の 影讐({iO)・

Z.anorg.Chem.,221(:934f33).

1:itlClrr.,CdO/FegO謀,Cロ0'Fe20n,PLO/Il℃203混 合

物 の 化 學 的 不 純 に よ る磁 氣 的 性 質 の饗 化 〔活性 酸

化 物[82]・ 〕(49)・

HoRmann(㍉ 酸 化錯 の比 重 の變 化 す る原 因 並 に摩

擦 及恒 壓 處 理 に よ る酸.化鉛 の燮 化(363)・

Z5Phy8ik,92(1934

StepanoxA.W瞬prakti,chep'esligkeitの 理 治(42)

Mit凡S・M・ ・ 溶 液 申の 色 素 の 螢 光 のUi光 に對 す る

K∫ の 彰響(G])・

一¥un「H・・Al混digの 誘 磁 寧 測 定(283),

GombuP.u」¥cugebauexTh・,uc匚 分 子恒 歎 の計

算(Si5)・

Z.physik.Chem,CAS,<is34).

鷺齢 麟 響 第四鱇 の四㈱ の1　　 "

Ber.Dtsch,chem.(3es.,87(1934)

UevotuG,.水 溶 液 に於4jる 遘 電 慨 數 の 測 定 の 意 義

(198u)・

¢ompt:rend,.,199(1934)・

JolilnisP・1蒸 溜 水 中 の電 錘 を用 ひ て 鹽 類 溶 液 の電

解(706)・

ア ル コー ル酸xの=#aギ ー を利 用 す

ろ電 池(708).

pevauxa,αCayrclJ.,硫 化銅!9r:9fffの 電 氣傳 導

度 に對 す る温 度 の.影響(912).

J・・蜘m…w..ぺ ・ゼ ・の 電 靴 學 画躔 素化機 構

(10野)・

SmvlsoRG.,Cuの 有 機 蘯 の 陰 榛 的 麟 動 の 電解 の 時

間 的函 馼 と しτ の 研究(1020).

1:nvtznlTC.,Cu有 機 蘯 の 陰 揃 的 舉動,種kの 因子

の 研 究(1105).

Linnd'atG.,非 常 に弧,き光 皮の 湖 定 及 証 簸.1;Sじ 閉

止 層 光 電 池 の 使 用(i3na)・

HaissinskyM.,趣 く稀 薄 な溶 液 へ の¥ema氣 化 學

法 則 の 懸 月1・lli及roの 正 規 ボテ ン ンヤ ル(1397).

7.enghelisC,n{.,に 對 す る放 電 の 作 期 ・活 撤 窒素 の

製 法 ・(1d18)・
"光fiオRタ.竃 池 と 閉 止 贋光 電 池

(且㊦oa)・

_ユ38_
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3δ

Helv.,18(1935)

'1'ereLesi,
..・A且 の 竃 氣 獪 金 に 開 す る 知 識(1.fill)・

a.em.L'hem.Soo.,56(1939)・

HロeyC,S.&'且'arヒvILV・7第 一 第 二 錫 の 酸 化 潼

元 電 位(2i$i)・

IlammdllわP.&LI,、vcnl1ヒ ㎞,..5、 鯛 プnト ン飛

跚 に よ る電 解 博 導=硫 酸 溶 媒 に 於 け る 酸 性 硫 酸 バ

リ.ウ ム の 輸 率(seer))・

J.Am.Chom.Soc.,57(1935)・

IlumerW.∫.,種 々の 温 度 に 於 け る 過 酸 化 鉛 蔽 酸 鎌

電 雑 雹 壓 〔8)・

KTiebleV.1:&kcinhnriF.M..薦 糖 を 含 む 或 は

>JdHC亘 溶 液 の 電 動 力 測 定 及 蔗 轄 蜘 水 分 解 の

迚 度 に 對 す る 關 係(工9).

f[arnMlj・L.s.&Ilamer,,,.,o一cu。 に 於 け.る

錯 蓄 電 池 のM・ ・h亘lilectrcdePo吐enlial及 可 逆 的

電 動 力;ｻ)・

1へ心霍cτL.S.x】i嘲,亘 喋レCT〔3.S.,Saliuw1鹽ripheny葺 一

gcranidcの 液 體 ア 亠{_ア 灣 液 の 電 解(7{り ・

:¥ndreasL.v,&14urcnD.J.一 茴 マ ン ガ ン酸 ア ル

カ リ ー 二 酸 化 マ ン ガ ン 電 繰 の 酸 化 電 懸(254)・

丿ohnsoロC・R・&ILtleLLG・_,.・oo及25。 に 於 .け

る 二 三 の 稀 郁 溶 液 の 比 摶 導 度(256).

]3ullH.B.,電 氣 動 力 學 〔⊃くv〕titreaming恥tenkial

測 定 に 於 け る 不 働 電 糎 の 使 用(_541)・

JonesG.趣ChristianS,m.,電 解 質 の 博 導 度 測 定

〔V1〕 交 流 に 俵 る(;alvanicPolazimtion(272>

JunesG.ftlinllingerD.¥1・,電 解 質 の 鮮 導 度 測 定

〔VII〕i'i金 化 に 就 τ<_so)・

」.chem.Soc,,(1934)・

Giasst{}neS・lHiclaing.a.,霊 解 酸 化 の 研 究 〔VIJ

酵 酸 鹽 の 陽 極 酸 化=水 溶 液 に 於 け るKo旦x反 應

及liofer・ 邸 ㏄ 儲 反 應 の 機 構(1S78)・

丁.chem.phy8・,31(1934)・

..¥uduLenR。clRwJleauJ,lSe電 解 光 電 池 に 對.す

る光 のff川 の 機 構(05:1)・

$sxinO.el撫1ユ1両A.%nの 電 解 に 於 け る 陰 極 放

電(559)

Aatnre,134(1934).

PooleH.薯.L&:+lkim、 、「.R・G・,整 流 光 電 池 に よ

膿 生 さ れ た る電 流 の 測 定(810)・

翼ature,135(1335)◎

Fi旗tlS・,Hypox"olpine.Xant6ine及¥anlhine

Uiic一:¥ciJの 酸 化 濁 元 電 位(3u).

.B
mvdenl孔P.&6enyonH.臨 同 位 水 素 の 過 電 壓

(11,5).

Phys.・Re▽ 。,47(7935)・

7xnｫC.,波 ・飃 探 光 電 敏 梟 の 理 論(lu')・

NiaF・{.,・ ・ 赤 色 沃 化 永 銀 に 於 け る 光 億 導 性 の 喪 失

と1零蝦(72).

Pbyelk.Z.,33,(1939)

¥lcissncrW・ ・ 超 博 導 性 に 開 す る新 研 究(9:号1)・

.Suhnuann圏 ミ・u・--empsf¢rD・,低 温 度 に 於 い τ 組 立

τ られ た 光 陰 極 の 外 部 光 電 效 果(9了3),

Phコ8ik幽Z●956(1955)・

RulianW・,亞 酸 化 銅 光 電 池 の 研 究 〔II〕(3:i1.・

.Sow.Phye,,s(1334)・

W臨c「r:.,亞 酸 化 銅1二 於 け る外 部 光 電 效 巣(35D.

1:ikuinI・K・ ・ 亞 酸 化 銅 の 新 光 電 效 果(・lib)・

Trane.Fared.Soc.,"aO(1939)・

.、m5匣mngI;.S伽t聖eτ 」・A・V・,嬢 化 物 渚 液 に 於 け

る 金 の 陽 極 不 働 化(1】/.),

Z.Elektrochem.,41(;935)・

Nekraasc〕wN・,Slem∫ ・u・G凵lanaAajnZ・,電 氣 化 學

的 電 位 と腐 蝕 現 象(.,).

KaLIM.,錯 蓄 電 池 の 容 量art(80).

M砠erW・ 」・・ 不 鋤 現 象 の 理 論 〔XXVり 水 溶 液 中

の 金 風 の 隣 極 分 極 に 於rろ`.rtensstfime(si).

12iesco(eldE・H・u.¥lullerP'.,Azid・Palenliali弓 就

て(S7)・

「PamamS
.乢hamada.>i.,600。C以 下 の 作 用 温 度

を 持 つ 燃 料 電 池(93)・

AclLum。wE・ ∫・u・R'assilien'1;・ 臨 液 態¥II,中

の¥aClの 電 解(9ti)・

Z,Physik.,sz(is34).

Sc6ulzeti.光 電 效 果 の 實 験 〔1〕 週 期 系 の 元 欒 の 外

都輝 鰈 の嗣 研究(蟲2).

1.llucl:nP,,二 三 の 金 屬 の外 部光 電 效 果 に於 け る偏 光

方 向 と選 揮 性 との關 係(3i9)・

Z.physik.Chem.(A),m(is3a).

Ilydforss$.u.1:ajmerI-1;.Mgの 電 魚 化 學 〔ll〕(190)・

Iiil:crman∫ ・J・・電 氣 泳 動 及 電 無 滲 透 の理 論(209).

¥%eliel;」 ・"・VaiiこekA・ ・ 電 氣 滲 透 法 に佐 ら磁 性 隔

月莫L二で 測 定 さnLた るelektrokinwixchcPotemial.は

電 流 の 強 さ に關 係 あnや?(ssi)・

EssinO・ 遏 電 壓 の 理 論 及.イ オ ンの共 同放 電(311冫 ・

5,
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〔.}1"ηduτ:..固 態T!ア マ ル ガ.み.
.の 電 氣 化 學 的 及

x舶 闇 的 研 究(425).

Z.phyeik.Chem.B),z7(isaai.

1:lc聰nc闇10.、.u.1:anlり 【T.,GlimmlichtulcAtru雇rx

〔V〕 硫酸水溶潅電解1二於ける 有雑性水素及酸素

の4,k殊理動.(3JP)・

　

J李. 衡 論

し り

化學卒衡,相 律(状 態囲)溶 液論(蒸 氣壓)蓼 ・

ムnn、Physik..xi(1934/351.

PisCLcrV・,任 意 數 の 成 分 の 混合 に 對 す る8k態 瞳

(・把6)・

Compt.rend。, .199(193の ・

Dolwau恥 紘t..,沃 化 炸鉛 一沃 化 加里 一 水系 に閲

して.(0.18).

L`}cuサP・CII,aRiliee.,硫 酸 一 硫 酸 ア ム 毛 ニ ウムー

永 系 に闕 しで(950)・

RcnckcrF..,無 水 珪 酸 一W逵 一 ア ル ミナ 三 元 系 硝子

の 膨 服 設 的 研 究(nia)・

ScLmill・,炭 化 水 素 の 蒸 氣壓 の 測 定(7?99)・

Por斡vinA・ ¢t..Se∩crianDり 弧 燈 鐵 の熔 融 鮨二よ る窒

素 の 吸 敢,及re-N系 の 駿 態 圖(1613)・

J.Am.Chem.Soc.,58(1934).

Campbell;.?c.,--oxnesK.R".gS+misC.S.

1DOOに 於 け.るMgClrKCI-MgSO-K墨04-Hg

O系(ｰuOi)・

Field'f.E.,個 骸 の解 離 に對 す ろ壓 力 の影 響(2535)・

(;unradKH.&Beusch匡cinW.L,大 無 壓 以 下の

壓 力 に於 け る(:aO一 臼02一 水 系 に於 け る二 三 の 雫

術 關 係(踊 り ・

1'hilLrickF.A.,異 なれ る溶媒 に於 け る フエ ノー 趣1
の 曾 合(2581).「r

CrockfonlavdH.D.&IkawleアD...Jリ ボ 及 硫 酸 水溶

液 に 對 す るpbsO唱 の溶 解 度(26⑳)・

Sewanlti.Pり 溶 解 度 測 匙 に俵 る 二彊 化sgレ ンに

於 け る鹽 の 活 動 鯀数(2刷0)・

lidenenI:.」"溶 解 度 測itに 依 るAniline.及1'icrnte

イ ナ ン 間 の 鐙 化 合 物 の 研 究(2ti18)・

1'aylmH.S.,SodiumSulfateDecsdeatemtcのrs移

點(2643)・

・」
.Am.Che皿.Soo.,57(重955>

1{ricL】¢V.Kb白 濃 厚 醸 を含 むSucmseの 活 動 濃 度 及.

加 水 分鮒(15)・
.P
煦 ㏄ 」・K.&lilackmar"し ・E・,9δPに 於 け る蝋

(NODのA且 〔～90霊h水 溜 液 の 蒸 氣 壓 及 活動 係 數

(a).

Fla+tmauE.P・&RnLenS.,吐 三 の平 衡測 定 に於 け

.る熱 擴 散 の 影 響(97)・

KU皿lerW.1).,分 極 濃 度 曲 線 に就 τ のUeLyc式 の

阻昇 彰響(100>

hibsonR・,:.,二 三 の 水 溶 液 の 壓 縮 に鷯 て 濃 度 の 彰

響 及 溶 質 の 性 質(89),

OlscnA・1.幽&.R・geτE・ ・ls'・Pr叩ア1Al。bh・[.u)4ン

ゼ ン,水 夂 は ベ ン ゼ ン水 混 合 液 に 封 す る 溶 解 の 研

究(訓}3).

Ba.tooR.G&Yα5【D.M..s,a,氣 の 解 離(3(1T)・

T.ceri.II.&¥¥'a皿erJ.C・,Biph㎝yl・Biben=yr・

1¥ephNialene.系 略 々 理 想 的 二 及 三 成 分 系(318)・

.Ureyl.Lq&Greiff1..J.,同 位 元 素 的 變 換 雫 衛(321)・

正{urdC.,;.&¥tuoreG.A..i.iliの 熱 解 肇(332)・

」.Chem.Soc.●,(1934)・

Frededtk∫..DippyJ.&¥¥'illiamsF.R・ ・ モ ノ カ ル

ボ ン酸 の 化 學 構 造 及 解 離 憧 數.(u〕(1888).

.O㏄ 】eshaaV.」,,チ.オ シ ア ン酸 金 馬 鹽 の 相 律 的 研 究

〔III〕25。 に 於 け るHa(NCS)一NI㍉ 寅CS-H,O及

Ba(NCS)rλ9}¢S-li20系(1892)・

BellR.P.,1;aughauE.C.S¥一auyhan-Jackxm¥1.

w.,P・cMomto監u町leL二 於 け る 氷 崋 降 下 及 曾 合

(豆969)・

J.chim.phys.,aiUsa4)

Lda謡eA.,水 ア ル コ ー ル エ ー テ ル 系 に 継 棚 の 苧

衛(&4)・

」.Phye・Chem・,38(1934)・

PoulierT。C.&FiazcrG.E,,千 乃 至 三 萬 鰥 ド

に 於 け る 酸 のZaに 對 す る作 用 の 硫 究(1131).

RpselLeryhcP.V・,混 合 溶 酸 の 活 動 係 敬 とGiLba一

]hhem及Duhem一¥largulcsの 式(U6】)・

Swie鵬1罰5klW,、 液 賦 物 質 及 共 沸 混 合 物 の 純 度 决

定(uan)・

Monatsh.Chem.,651934/35}.

GruhitschH,,鐵 の 亞 錯 鍍 金 に 於 け る 現 象 〔川 〕Ti

鋼,Cr鑽 及Mb.鋼 の 熔 融 重 錯 へ の 鴻 解 度 の 温 度

影 響(1'L`?)・

Ba論kowskin・ ・.錯 鹽 の 配 位 水 素 と水 の 水 素 との 相 互

置 換 可 能 性('16?)・

一 亅do一
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Nature134(1934).

【)【iw・Jlc.&ThamsonI〕.w・11睡 い 水 中 に .重 水

の 撞 散(776).

Phya.Rev,,as(1939)・

Herzfeld凡F・ 奪¥layerM・G・ ・融 解 め 理 論(Opj)。

Phys.Rev..47ps35).

liridgman.P」W.,強 壓 下 に 於 け る 窒 素 及 ア ル ゴ ン の

MehingP>rume[crと 融 解 闘 線 の 性 質(93U)・

1;aodW・ ・,,,の79。Cに 於 .け る 遜 移(A3a).

Physik.Z.,35(1934).

SmiteA・ ・.固 相 に 於 け ろ 内 部 甼 衡 〔H〕(915一 叩8)・

fustiE.u・LaueM・ 、∵ 第 三 種 の 稍 苧 衛(Hd5).

1?uckenA・ ・ 高 級 の 状 態 邏 移 の 悶 題(954)・

VexhaffeltJ.E..臨 界 點 以
曽ヒ1;於 け る 温 度 にi突 る

蒸 氣 壓 の 燮 牝(7013-1014).

Physik.2.,56(1955)・

Bergwi[z7:.u.SchweckendiekO.E.,NeO ,i;"1Nq,

平 衛 に 於 け る 解 縫 度 の 决 定 に 光 電 池 の 應 用(a5):

Proe,Roy,Soc,(A),198(1935).

McRahl.W,F.R。S.&1.lawaonCR・ ・ 水 溶 液1.[1

に 於 け づKGの 擴 散(Jib)・

Trans.Farad,Soc.,30Qs3q).

¥eil]1"◎.&1'arting[on工R・ ・ .或 る 髄 の 他 の 塑 の

溶 解 度 に 及 ぼ'す 影 響VII.anlhannmThiocpana[c.水

溶 液 に劃 す るCola【tamireの 溶 解(1134),'

rayR.c.&.illitraI.i..c.IL>S。 に 於 け るP・ ・臨i・un

Perchlnrnle.Yblaainm}lunlr)vale,水 三 成 分 系

(エiai)・

Z・ 巳n・r;.Ch・ 皿 ・・221(1934/35)・

IlallaF・u,TompaH.・NaO}1埒 融 物 中 に 溶 解 せ る

¥aの 状 態 ・ 同 題 の 研 究 に 封 す る 追 加 的 注 意(19)・

/imnerF:.;ア ル カ リ ーAI一 殪 酸 驩 の 研 究 〔'lll〕 パ

ー ム.チ ツ ト にH雌 【tig式 の 摘 用(14s,)・

Portnmv¥La…W簡5ilieWR.B..〔1りC・ 〔V〔%}羨

B民((NOD,の ア ム モ 呂 ア 化 物(199)・

Tammnnnu・u・RandelG・ ド 重 水 よ ら得 る一 種 の 氷

の 融 解 曲 綟 及 轉 移 曲 線(391)・

P.ennth.A・L1・Schockmam.H・,混 合 遜 類 溶 液 の 李 衛

决 定 に 對.す る異 常 混 晶 系 の 意 義(418).

Z.Elektrochem.,4」(1935),.

SimonA、n.Huter.r.:r〕imelhvl-1'rimell■yl一 及

IZ.phy8ik.Chen1.〔A〕,17.1(衂39)・

StaudingerH・11・1.leucrW・.多 重 合 化 合 物 〔101〕

ボ リスチ ロ ール のS.}lvatntiun,.溶 解 度 及 粘度 問 の

闘係(129),

TamaraS.u・Siamii.・ ・ 無 磯 化合 物 の 熱 解 離 平 衡

の 新 央 定 〔IV〕.高 温 眞 空 天秤 に.依るSr(oti)=

及.L'o(OH)9の 解 離 早 衡 の 决 定(221)ピ

9'ammuti,・ ・Si・mik.,無 機 化 合 物 の熱 解 鮃 衡 の

斬 决 建 〔v〕 高 温 眞 空 天秤 に 依 るSゼ しP1:り2及Y,o

(uit},の 水 牝 物 の 解離 李衡 决 定 ⊂229).'

Hrynak。nskiK・ ・LSzmyimcnaM"二 成 分 系a・

1}ξaphthd 一@一¥aphfliアlnminに 於 け る液 囿 .午衡 關係

(?34).

KissA・V・o.U旧anc呼A・ ・漉 厚 鹽 溶 液 に於 け る蟻

.酸及 醋 酸 の 解 離 恒 鍛( `1bi) .

.Sluce・C .,lt・aids9・LI..tad・ ・G・,種 々の ・瞭 イ牙

ン濃 度 の 水 溶 液 に於 け るTetlur酸 及Aeka田eレ

lustの 色 及 分 布 状 態 .(3?の.

.Doehlemanl】E ・u・FroinherzH"Cd,Zn及Cnの

ハ ロ ゲ ン化 物 の 水 溶 液 中に 於 け る光 吸 牧 と 倉 合

(353)・

Nヒ巳匸mann,..硫 葷 の 同 素盤(:≧99)・

NtumannK.,斜 方 及 單 斜 晶 系 硫 黄 の融 解 點 以下 の

蒸 氣 壓 測 定(ais)・

SmitsA・ 邑監・Camegieter1)・ ・高 度 乾 燥 の 内 部 李衡 戒

立 へ の 影 響 の 研究 〔.III〕(i45)・

Iilatt..W.,氷 跳 降下 測 定 用 溶 媒 と し て のinlen

(45h)

Halamwn.,磨 聹 結 晶 の系 に於 け る 蒸 氣壓(acc〕 .

Z.phyaik.Chem.CA),i72(1935).

1.GvnakawskiK・ 矼皀・Adamanisr.,一 個 のPerileAli曹

kumと 一 個 のEutelaiknmを 現 す三 成 分系 に於 け

る結 贏過 程dn[ipy:in一 尿 素 一LL'clh:m系 嵎).

PlnAe】 弘 強 電 解 質 溶 液 の 沸 黙 上 昇(】13)・

Z.phyeik.Ohe皿 、⊂B〕,27(1934)・

Luhberg.h・,"/.nをNg.に 侠 つ て 代 用 し得 る可能 性

及 其 の邀 、〔亘〕M翫Sbgと ゐしSh2.Eの¥liscLbarkeit

と漉 贔 の構 造(331).

lFmnckJ.巳8.Le㌢iIIり 湾 液 に 於 け る醤 光 の 研 究

1(40!1)・

Z.physik.Chem.〔B〕,28(1935)・

,.lso6ilbgnminの 蒸 氣壓 曲 線 融 解 點 及 化 學 恒 殿(28)・, .1)aLlingerU・ ・正 離F二 次 の 變態 の 存 在(112),

6
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暮与 鹽-凾 匕{

吸籍 觸嬢,膠 質.寓 眞化皐蕚

Ann..Physik,.2ipUSq/35).

Kr.+acl-Da【 ロig・監昆㎎ 向hrW..褒 面 現 象 の .エ ネ ル ギ ー

魏(4i7)・

Ber.Dtach.chem.(ies.,69(1935).

UlmnnM・,工 業 的醴 酸 繊 維 素.(Cdlit)分 子 の 大 さ の

研 穽(異 皐胆 炭ホ 化 物 の稀 簿 溶 液 の滲 遲 溶 液 の 滲

透 歴 測 定 に侠 る研 寒 〔Vil〕(ユ:玉4)・

]iaulskアH・ ・界 面 に於 け る エ ネル ギ ー遷 移 〔VIII〕3

1:autskyH・1.finchAu・Flesch、 、凾・・.J曾感 され た

光酸 化 に對 す る準 安 定 状 態 の 慧 義(,gin)・

Chem.Rev.,15(1979)・

1[edvnllJ・ λり 結 晶 組 織 の變 化 とRIA8の .反懸性 と觸

媒f乍用 に對 す る影 響(B9)・

C。皿pt.rend.,■93(1934)・

Ifcllesw・ ・ 粗 水 ゾル の 光 の 作 川 に よ る:變化 と その

自然 安 定 度 とめ關 係 に就 い て(723)・

¥larmierl胡 ア ムモ 昌 ア酸 化 に よ る峭酸 の 生成 の際

の觸 媒 に關 して(868).・

H〔】kle匸肛Di.,何 故 水 は 爺 子 を濡 ら† か?(10{6)・

CunacF.,散 光係 鼓 に よ る數 種 衷 西 の 形 駿 の 研究 ・

廊 蝕 硫 究 へ の 齢i(UIひ

)le[adier丿 ・・ ブ ラ ウ ン 運 動 に對 す る 磁 蟹 の 作 用

(1196)

lknilaric.,・elRuyas・ 、加熱 過 卿llの ア ラ ビア ゴ ム

ゾル の物 理 化 學的 變 化(1ｰ_19).

lterthierP.,水 溶 液 の 多 孔性 物 盟上 昇 遖 度 に對 す る

炎 而 張 力の 影 響(工221>

1.,eW蝋.II..水 面へ の オ〆 ル ミンの"撰 がn"に 對 す

る炭酸 の1駐用 と一 分 子 層.膜の 厚 さ の變 化(1"52).

7.Am.Chem.Soc.,5s(ts34).

McKi血ney・1㌧ ㌦COに 侠 る 】'IO2の 還 元 とcnと

儀 との反 應 の屑 喋(256了)・

Smith:P.P:&TlergeG..r..P〔 しに依 る}㌔ の吸 臓

及 釁生 に 於 け る粒 子 内 細隙 の役 割(2sia)・

RLmdanlIl.Q,&CheslcvL.C..ゼ ラチ ンのn.`.D

gllの膨 潤(2562)・

llunrnlLレsessi量edrop及r)r燭,P、 晒 勳t法 に よる

Ilgの 表 画 竝 碍昇 面 張 力(ｰ_liu4)

J.Am.Chem.Soc.,57(1935)

GIiddenI〈 ・1㍉dropue言gh巳 法 に 佐 るFig-F[g,SOa

溶 液 界 茴 に 於 け る 界 謝 張 力 の 測 定(236).

NitcolsM・L・ 。 銅 表 面 膜 の 厚 さ(267) ・

ClazkG・.L・ ・SterrettIミ ・x. .&.Leppln【 ㍉W..長 鎮

化 合 物 め 薄 膜 のX線 廻 折 研 究(330).

」.Che皿.Soc.,X1934>

ItriGFtN・h'.H・ .&Gnrnerw,臨 五 水 硫 酸 銅 の

#;d6上 の 核 の 生 成.(1872).

h'ASA・ ・木 漾 へ の 化 學 的 收 着 の 研 究 〔V〕 吸 收 に 對

す る超 多 孔 性 の 影 響(19i5)・

i
iJ,Phys;Chem.,38(ieS4)一

Srr'earingenI祠E・ .&R煽.yR.E.,ピ リヂ ン酉監縣

1〔 ・1〕騨 傳職(。 、1>

13rigSs・ ・R・ ・7・ ・ ア鯲 溶 液 の 驪 化 黝 喉

Pn〕 ア ラ ビア酸 及 ア ラ ビア酸 髄 の 黻 の 滲 透

継(uis)・

¥¥"eiscrII.i;.&¥lilfiganw.n.含 水 酸 化 物 のx纏

的 研 究 〔VI〕 アル ミナ 水 化物'(lliu).

1'alrickW・.A・&IandW・ 耳・ゴ.沃 度 の 融 解 點 に及 ぼ

す 毛細 管 現 粂 の彰 壥(i20i)・

JameaT.IT..(iermannF.E.E。&1Slai.J..,.,寫

眞 潜 像 に及 ほ'す水 の影 響(12U).

¥lcliaimJ凾 』W・・G・an匚r:.?f.CSmithL・E.. .r重々

の 溶 媒 及 其 等 の 混 合 絢 中 の 婿 酸 繊 維素 の 粘 度

(亅217),

%alloid-Beih.,4i(1935).

JandeeG.乢FriederK..無 機 鹽 類 の 加 水 分 解1二就

τ の甎 解 釋 と高 分7加 水分 解 坐 成 物 の 化 祭(1)・

1:0slclilzO・ ・ メ タ ノー ル分 解 の胴 媒 と しτの!.nl.V

Cr_Os系 とCul.}'Cτ2(㌔ 系 〔83〕活性 酸 牝 物(bb).

1丿咀er【tlVEC[人・u・1うau凶r回r,脂 肪 酸 ず トリウ ム

水溶 液 の 炎.igi3$iti二J.tf{.す空氣 中の 炭 酸 天 斯 の 影

響(i)・

%olloid-Z.,69(:934)

〔.hle'aldW馬 分 散 系,綵,薄 膜 及界 面 層 のX線 分

光 學 と電 子纏 分 光 學(2〔H).

ScLiebald,:..diffonneSy蹴m及 分 散 系 のX線 分

光 學(21..c)・

IlrillR・ ・X線 吸 電 子線 に 依 る粒 子 の 大 い さの 央 定

c}1,1丿・

1'ricA<1㍉ 無機 物 ゲルi4i一 水 酸 化 物及 酸 止物 のX線

分 光 學(B12)・

llira巳eI㍉:Ti機 物 ゲル のX線 分 光 學(3'14).

一U2一
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.Ns電L川.yw・T.・ 蛋 白質 繊 剰匿のx線 分●光 學(12111)・

1.lofLnannU.1薄 層 分 散 系 のX譲 分 光 學(351)・

9.aOlreE..生 物 學 的 目的 物 及 人 鰹 組 綴 のX線 黛 光 寫

眞 的 構 遯 研 窪(3b7)・

XVcverF.、 金 馬 材 料 のVcrfDTInungstexturのX線

研 究 〔363).

RUPPE。,X..藻 及 電 干 線 に 依 る 昇 面 暦 の 構 造 研 究

(369、}

'r
【MnrJ。 丿"電 子 屈 折 と 其 有 機 化 合 物 研 究 へ の 應 用

BdicheE・.電 子 顕 徳 鏡.と 其 特1二 金 罵 上 の 薄 膜 研 究 へ

の 應 用(389)・

Kollotd-Z.70(1955).

Manegl,ldE・ ・ 毛 細 管 系 〔:ll〕 〔3)均 一 及 不 均 一 球

群 の 構 造 軍 位 と し τ の 球 状 螺 旋(1)・

Ktatk}'1漏 繊 維 素 ミtル 構 造 と變 形 過 程 〔14)・

Mey酊1(.H.".G・V.,絲 状 硫 黄 と其 徳 細 構 造(iSl〕 ・

WilmD.・.H。tma・ ・LS..最 高 度 に 分 散 き'i.た 結 晶

のx線 冩 眞 的 研 究(21)・

SignerR..集 成 的 高 度 重 合 物 質 の 超 遠 心 分 離 的 測 定

(24)・

1'`ei蝕r口 ・,迹 離 さ れ た る 椎 物 性 初 生 物 の 絲 に 引 き

{辱 る 事(26)一

G・nd川.w..工 業 的 、ヒ細}よ 励 分 散 系 の 研 究(Sl)・

　'edekinl.iE、.　 'crrAの 、ViLzenha-scnに 於 け る 樫 質

樺(u'il)・

1)21isvitzt"'aesntr亅 く.v・.究 問 エ ネ ル ギ ー 覯 の 意 味 に

於 け る 液 體 と同 醒 との 界 瓣 張 力(:19)・

StokrnscliinS.t….,lmninar系 の 貰 瞼 的 研 究({S)・

1.utSc:1iilLsk}'G.P]Ll.AI[11亀a聖1E.i'.、q ...Ng(:1及

.1ロ ホ 昌 ウ ム'/nに 於 け る 光 の 散 鼠 と 吸 喰 との

開 係(罰)・

]'c・kuffN.匸1.1'rclsl唱:.,雌 遁 ゾ ル の 可 逆 的 乳 光 墜 化

(62)・

ttSt"・aldW`,.u.RialelR・ ・ 金 馬 石 鹸 の 鬱 質 化 學 〔1]〕

ベ ン ゾ ー ル 溶 液 に 於Vる 金 屬 石 鹸 の 構 造 粘 性(67》

(}qw訊idWo.り.kie【 鵬dk..E瓜c・U・ レidに 就 で の 二三

の 電 魚 的 測 定(而)・

SVTelerA,t重 布(79)

E;S・ennienL.e【W・S・ ・ ア ル コ ホ ル の 蛋 白 溶 液 に 對 す る

帽 對 的 綿 化 價(94)・

`.tstN,・ald糖 〕・,ア ル コ ホ ル の 沈 激 力 と透 電 分 栢}(96)・.

Budnikoft'P・11・(;1■tino"'LL1"{.:・ ・ 火1ll灰 中 の 硅 土 の

決 宛(lt〕 り,

,

__》

ド
1'nbscl匡W・ 咀 膠 質 化 學 的 石 鹸 研 究 に.麓

.τ の.}L地

(」06>

Funk}.Lu.S【epsH,分 子 檎 滑 性 と表 面 構 造(109)・

Natnre,tS4(1954)・

BaughanE・C・,Liesegn㎎ 現 象 の 機 梼(778)・

.StnlthellsC.J.&RgnslcyC・E・ 、五 斯 の 金 屬 透 遏 擬

散(814)・

RoginskyS.,活 性 化 吸 著 の 動 力 學 に 對 す る 方 程 式

(935)・

MehlR.F..:tcCarKtiessLL.NRhinesF、N,.金

屬 表 面 に 於 け る 酸 化 物 膜 の 向 方 性(1009)・

NatUreIS5.(19S5)・

Lo【dLayleigh.Heの 見 掛 上 均 密 「;る.固 體 の 通 遒

(3の.

Naturwi88.,22(隻954)・

Stauaingcr▼ ・H・,繊 維 乗 の 化 學(797).

Staudingerv・ 叮・,繊 維 素 の 化 學(813)一

Klarv・R・ ・Niに 對 す る 輕 及 重 水 素 の 吸 着 に 就 て

(822)・

}'au);・'・Wl・ ・.靨 質 の 電 氣 化 攣 的 擧 動 と其 椿 造 との 澗

の 關 係(89>

PhiL皿99.,19(■955)・

t;ticrtnerH・ 。 酸 化 物 被 覆 線 の 電 子 廻 折(SZ}・

1'restnnl;・P・sBerCtimsh:wL・L・ ・ 金 屬 の 酸 化 に

關 す る 研 彡ビ 〔!〕(161〕)曾

Physik.Z。.35(;954)・

Philipl,1》dTW・ ・ 膠 質 系 の 力 學 的 研 究 〔1〕〔lt〕(S44)・

NntathA・ ・ 諍 電 的Kerr効 果 の 助 け に 俵 る腐 眞 光

化 學 反 慮 研 究 の 新 方 法(91b2)・

Physik.Z。,56(1gs5)・

:leiberl幽..非 當 に 觝 滷P蛭 の 電 干 に依 る 葛 眞 乾 板 の 黒

憂(8)・

Proc。Roy。Soc齢 〔A〕,14S(19S5)・

L"w「cncc・ 、・S・C・ ・膠 質 系 のamt)nalousElりw(δ9.).

1.bl畦lLgsH.,BrueeR.N.臨b,&`三ri脈1鹽R.1L,

炭 水 化 物 化 學 に 於 げ る 觸 媒 〔1〕7「 ル タ ー ル の

商 壓 水 素 添 加;

Grmit11R・1L&P旦 鋤LILII・C乙 ・,同 上 〔H〕 低 汾 跳

炭 化 水 素 の 分 解;

C";filthk・H・&IlillS・C;・ ・ 同 上 〔UI〕 永 素 添 駆

觸 媒 に 俵 る 吸 着(18G)・

R6c.幡 マゆ,54(1935)・

1七Lmgenl,¢ マ9・Le.J,,agl.畦 ・G"1}ekkerW.A.しN

)

,
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L戯h・d・ ・麒 膠縣 に鷙nる 錯 關係 〔v助

.錨 双 自錯 膠 箕(1)

呶 ごnb臼喧
.de・/.牌Hil・=・ ・[・i"d"P.v.「L&H"an

A.駄 観媒 膠 質系 に 於 け る錆 闕 舞 〔vuり(箱 詭)

錯 關 係 に重 要な 弓修 質威 分 の 本 質 的 及非 本 質 的 特

・蜘17)・ .』.1..・ ..一

Sow、.Phys.,.6..(1刪)..、

舗 ・1・.・・N・・湘 熱 金 職 細 ゑ 表 頁 電 鰍 誰(s。b)・

Tra血8..Fara己,Soc..30(1934).

T岫S!ndし. ..&・H6veτstad .T・,、金 属 上1;於 け る 儀 及

空氣 の影 響 隆 關 す ・4.;.三の 光 學 的 觀 測.(1114)三

lto;therR。C.&C3⑩ 摩VヒGl}㌔ ド 亞 硫 酸 の 酸 化 .

唾肛尹ウ幽199し㌦ に俵 る角蜀楳fl…用(1149)・

Ill・;t[盲¢rR・C・&Goりeeye.C・.E・Mg及 卜「cを含 む

硝 子 瀞 に佐 る.觸eqfF用(1166)・
'lr:ylorI .LS・・&Og弓e"{㍉ 酸 化 亞錯 及 酸 牝 モ.リブ

デ ン表 面上 に於 け る 馬 及.CO.の 吸 着.(11TS)

Tra凪 .Far4d.SOC.,51(lg毎 の ・

F隅 町晦h.H.,膠 質電 解 質;其 性 質 と膠 質 學 へ の重

囃(4)・.・

PI叫 正W(㌦ 勝質 の電 氣 化學 的 畢 動 と構 造(11).

K['uyt'J1..R峠 イオ ン ミセ ル若 し くは電 無 二 重 贋(2臼)・

11aTt16y .G65・,亅～eb∫e-H⑳k¢レの理 鵠 の 膠 質 電解 質 へ

の 應 用(:の ・

R・bi・・vit・1・k.J.NKnrgi・V.A.,疎 媒 膠 質 は膠

冥電 解 質 か.(:)e)・

Ddmnan}こG」 ・.謬質電 解 質 の モ ル質 量,で 才 ンの電

荷及 滲 透 壓(s〔 り・

tNflair.銑S..蛋 白 質 系へ のGlbbsの 基本 方 程 式 の

應 川(98)・

PToskurpinM..&F"iriikim.N.一 電 氣 二 遺 屠 の 容 量 の

新 測 厳(卩b)・

KempI.&R「4副E.. .Kv勝 質 電 解 質 め 電 氣 泳動

(116>

M・illSttt.J-lr・Cり ユ1iell・,R曲ipsPnc・& ..亅.lartiey(:;・

忘.謬 質 電 解 貿 の 研 究 に於 け る易 動 度 の 重 要性 と

.(測 .K)(ゴ2q).

tS.d:zirt;、S,&A{la;r)・1.E岡 膠 質 イ 才 ンの 壁 荷 の測

定 〔.13`1)・

・順1凪 騰 ・對すう濾 麟 ・.・ピア護1

謨 に 就 て の 豫 備 實 驗 結 果(tas)・

¥lc6ain』.1・W・ 説1tacAerM・.1f:;.石 鹸 溶 液 の.活 動 度1

[
(14J>・

献 藁
.一■Ntf.τ 一nvde.T'

ロ

Ito"'cp∫,し.&.Thom・ ・s..R・,固 懺 右 鹸 の 性 質(1磁)」

]iurtayR.C,達}.坤 嘸iy〔}.・ 臨 長 鎖 聾 頌 の 溶 解 度 を

顕 臆 し た ミ.セ ル と 肌 一 イ オ.ン との 「F鰍(183)・.

L・・'・。・… 、・s・c・.徽 ミ 七 ・レ(IB9)・ ・

耳tOttermotstsr.:t,脂 肪 酸 曹 逵 水 溶 液 ㊧ 表 面 張 力 に 及 ぼ

す 大 氣 中 の 炭 酸 耳 斯 の 影 響.(200)、.,・ 一・

Stezz'artA..&BUt?bUi/}'H.}Ll
.膠 質 零 解 質 の 工 拳 醐 慝

用(208)・

z圏E・&.EiC]・acl・CJ"'skt・ .vTl]・ ・.栄 蠍 の 測 定 に 依 る ゼ

ラテ.ン 中 の 隹 學 反 應 の 研 究1
.(1)IS)・;

V:lknE・ ・ 染 料 の 膿 散 の 測 定(231,)・.

Rul」ins噌C..染 料 フ1く溶 液 の 性 質(盟 の ・

M・ ・…'tt【1・ ・ 直 接 染 料 に 侠 る 繊 糠 染 色;
.染 黼

液 の 膠 質 の 組 成 及 鐵 維 の 微 細 構 遣 ② 重 要 柱(甥2)・

Kargi髄V・.A・NKat)ihf)v:監qlしA・ .【・'1.廖質.シ リ カ の

電 氣 的 推 質(Lisa)・

Trcadwellw.P,r硅 酸 の 重 合 現 象(t'tl了)・

P:IO・iE・.蛋 白貧 鑼 と媒 染 染 料 との 屎 懸(脚 δ)・

」酵酷n-L【oyd】)・,膠 質 電 解 質1.と し て の 蛋 白 質(317)・

1.inderst:'om・Lang1〈.,單 一 蛋 白 質 の 電 氣 化 畢 的 性 質

(:i_9)r

Big"'dptalE・ 」.ゼ ラ チ ン ゲ ル 中 の ゼ ラ チ ン と電 解 質 ・

≧ の 反 懸(R2i)・

P百d・ ・斌.IS・R・ ・ イ オ ン 化 ゼ ラ チ ーン酸 及 帳 轍

の 擯 散 電 位 と 易 動 度(翻0)・

"'eisvtF,・ 寫 眞 に 於 け る 膠 質 電 解 貿C:}・i9)・

&u・perns.(川'且 ㌔,11ainme[s豊e闘E.・k.flammers【enlL,

鍛 白 質 ζ核 酸 との .梢互 作 用 く36了).

S・cl・ofialdR・K・,メ タ燐 酸 と蛋 白質(390),

Sa剛cMり 濃 紛 の 膠 質 イ オy(S)9b)・

LotteribiosじrS・ 謬 質 電 解 質 と しτ .の微 細 木 材 繊 維

(411)・.

EiTic}tF.,酸 化 タ ン グ ル テ ン・ゾ ル の 新 型 と 電 氣 化 學

的 性 質(415).

Z昌Physik,92(1954>

Katal・ucti…IN..金 周 よb透 電 體 へ の 電 ・fの 放 出

(141).

Z.physik.Chem.〔A〕 一71.(1啣 ・.

Katz丿 ・:1く・ttil;wd4i"匡 ¢r'y..澱 扮 と パ ン製 造 の 物 埋

化 學 〔XXIV〕X隷 分 米 寓 眞 よ り見 た る激 粉 顆 粒

及 搬 粉 溶 液 の1{e .1「t・gzadieTeriの 熱.にfRつ τ 起.る

抑 制(1呂1).

・PuNisX.,凝 圃 の 理 険(199).

,

一 工{q一
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コ

】mreI:… 不均一系に於ける内部雫興f.及表面.借鯨Em.sc]i"'illerG・ ・炭化水素の2沃 素誘導體に對す る

〔川〕 鹽頬化合物の分予構這が共炙面に於ける荷 光の化學津珊、一二沃素メタン.一:・沃紊=タ ン.(8M)

・ 融 着に對し硝 する鹹(畑 〉;・ 一 呼 ラマ ・斌 ・協 驪化第二錫轍 備

"Fischbeck}こ ・、Iaa;91.1・ 鴕・Mピ 聾ellhじiML't卜[・ ・ 吸#1三 宣 と變 化.(945).

1

等 温 式(385〕 ・

Sc6wnLG.MrNiのrG性 中 心 へ の エ チ レ ンの 吸 管

(421)・

Z・..phye・.Chem・ 【Aコ,.172(18E5)・ 幽

1:mytH.R.u,C .vsouxH.A"膠 質 に 於 け る 電 氣

二1Ghr〔V〕 同 彩 イ オ ン に 俵 る 解 謬 の 補 .足的 研 究

(49)・

KmyLH・R.臨 』Cy翻 ….H,A..同 上 〔Vl⊃ 自 己 以

外 の 他 イ.オ ン に 俵 る 解 膠.(56)・

LeMle人 ・・ 炭 に 俵 るIRの 吸 矯,C』 ゆ【il鵬ヒde及 緩

.徐吸 管 の 動 力 畢(li).

Z,phye.Chem.[B7,27(lesab

壱 、Pagncc〔; 阜,Schwa】 】C..凾き1..u.S】a蠏r■ くrr二=:vJ

混 合 欄 媒 のN線 的 研 究(4."M)・

Z,phys.Chem.CBJ,29(1935).

Italarewi,..隔S`}」qln11の 解 廖(7ド).

化 學 動 ・・ 剄

UiclxrlF.cl¥"i且1翻'剛 光 化學 岬 究(b7=

Ber.Dt8ch.chem.Ge8,67(1954)・

1.L琶c駅d、 、㌧;分 子 構 造 と反 聰集5薑藍度(徽 ・N旦./,fi)●

Zieglerl《..Ringsehlttss・ 反 應 〔綜S.X139)・

$chiti置dヒ6・t.芳 香 族 ・ 炭 素 虞 化 合 物 に 於 け る 内 部 ヱ

.ネ ル ギ ー 關 係 及 置 換 規 則(1870)・

・・SL'll]】lidtU・、 炭 嚢 唳 物 質 に 於 け る 内 部s払 ル ギ ー 關

係 〔ll〕 環 状 脚 窶フ4輔he〔CIISH),、 の 安 定 性 と

反 感 性(L2t〕79).

Ber,D胎ch.chem.Ges,68(19S5)

Scl聰n,itl1{)、1有 機 性 物 質 の 内 蔀 エ ネ ル ギ ー 關 係.匸 川 〕

二電 結 合 法 則 の 蜜 驗 的 根 撞i娥 の 分 解(61り ・

.x'rti・lt1"Jll.E{s宦 じrヒ】㍉ 有 機 化 學 反 應 の 電 千 環 論{1黜,尚

ArndtP:t).Eislcrtll・ ・hJレ ボ ン 酸 上t)高 級 同.族 徽

.叉は 其 の 誘 導 體 へ の 變 伽 二對 す る 實 験(':'f"1)・

F,i:tertIL,電 子 理 論 よ り.見」た.る ・r)…ait,・kt!t鬮)TleJAfii

謂.1}iazlレ ーkc巳邑,ne及 所 訓電1〕iaz■}.,■nlaydridcの 生 戌

及 分 解(20S)・'

Coロlpt。Rend・.199(19S4)・ .
ロ

k襯

,講 に於U'■'2'3Q')av";一 テ州

一 ル.鹽 に 對 す る 燐 酸 及 次 亞 燐 酸 の 反 感).(111J)..

IlollerW・clPnlanvlv.・ 原 子 屎 慮 の 定 段 的 研 究

(utsp.

¥BCi｢mnnnll.U.cU匚itaLlsrgv.,Xリ,コ ー 彫 Ω

光 化 學 的 分 解 ・ 中 及 長 波 長 の 影 響(12〔,u)・

bircm:mnA.・ ア リ ・レ槫 移.ラ マ.ン 効 果 に よ る研 究

(!2.3F)・

s、じ置eIτ1sia.、、『」緊i、 、「・e1SiLltev.ic£ 丿凸P.液 聾目と共 存 す る

無 帽 に 於 け る 二xテ ル化 恒 數 の 新 測 定(】:iり8)・

C≡dvd.F:・.ソ ー ダ.ア マ イ ドの 飽 利1溶 液 に よ.る 鹸 化 の

洫 度 恒 皺 の 變 化(]:ff3)・

L山,rし ア セ トア ル ヂ ヒF'Ntfj(の 熱 分 解 の 動 力 墜 と

ff.性{ヒ エ 彳」ル ギ ー(1617).

J.Am.Chem.Soc.,56Usaa).

Wcxlw.&Giがb馳1哩1㍉ 瓦 斯 状 沃 化 エ チ ル の 光 分

解 亜 び に 天 斯 趺 態 及 び 無 無 賦 態 の 比 較(2826)・

Jurl:>on.、 、㍉F遍 一 画a{ヒ炭;鷺 ζτ,霞乾化 の 光fヒ 學(2峺i:矼)

St`」rchH.H.黄>fnntyalne1)'C.W・ ・ 酸 鋼き水 素 爆 發

隈 界 直)方 程 式(Y6da)・

LauncrlL1へ 忘Yo5竃D・M四 過 〒 ン ガ ン酸 加1wと

薩 酸 の 反 慮 の 動 力 學 〔H〕(2571).

lfmuiinGWrM.,光 牝 學 研 究X.シ 幽 一 マ ン領 域

に.於 け る ア セ ト ンの 光 分 解(sssn)・

DeympA.J,.ア ム モ ニ ウ ム ア マ ル が ム の 分 解 の 動 力

墨(2δ94)・

limnskopfK・B・ 茸R。 鬮1】eG川1し.:・K・1C12及H(弼1り

'の 光 化 學 反 懸
・C` .〕1.ICIの 生 成(ｰ:.1.')・

J.Am.Chem.Soc.,57(i3a5).

SickmanD.V.達1'ICc`.㍉K.,Propylamincの 熱 分

'.解(.,.,)
・

1器1てしy、 、F.C7起 且6icI,1■し鹽r,kY1.lo・ 、・91r『 次IYryeI二 宦f[鴇

+■=r一+21.1+一 に 於 け る
.動 力 畢 的 鹽 影 響 ポ 艶oに

於 け る のIlti(丿1一 のioniza龝il・riqualiaM.(r,i)・

賛.∫賦h訓IW・F・ ・C〔「1…及H;ci,生 戍機 構 の 研 究(82)・

]lceira.P.,達BetkmnnA.{D,lHざ5の 水 銀 増 感 分

解(89)・

tichamhW.C.&}lmuLlctC.聖.【..VM.=L及 び そ の

熱 分 解 生.成 物 と鵡 酸 憇 及 蟻 鹽 と め 反 懸(26n)・

●
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μ一

tiistiul:mtskpG・IL&Si匸 しithW・ 】㍉ 熱 的 シz一 ト

ラ ン λ..異性 化 の 動 力 學(?69)・

IpltieffV.ぎ ・&じ5alw・ ・ ア ル カ リの 存 在 に 於 げ る

高 温 高 壓 に 於 け る水i.trる 燐 の 酸 化 亞 燐 酸 の 生 成

(300).

.alien.A.,.kRiceU.K,.ア ゾ メ タ ン の 爆 發(:310)・1

J.Chem,Phye,.3(置nss)・

She.man6、.,tiunC,r:.&r:.【IISII・,對 稽 二 罎 干

分 子 の ・ξ ン ゼ ンへ の 添 加(ao>.

集
.L .…'一'一}',

r_.(..&R'ih,nC.1.,ベ ン ゼ ン 中 に?G水 素 の 直

接 麻 入(847)・

Dh訂N.R.起Bhar艦aYa璽 ㌔N..化 學 反 廉 性 と 吸

光(s48)・

"1'h
ongnonl匡 ・、V・&Frewlu据 ∫・t..ア ケ ロ レ イ ン の

熱 分 解(9(ゆ.,

F3alyF:.C・C・.光 合 成 の 動 力 學(4:i:i)・

KeilinD。&Tlartrce卜=.F.9.カ ダ ラ ー ゼ 反 懸 の 妨 害

物(933)・

IhickcH.S/【 …tF...J・ 磁 物 硫 鵬 冖 囎 糊Na旗e・135(1933).

・ 液 のX鏤 照 射 に 依 るFe++のFe*++へ の 酸 化lUbhelohdeA
・R・RF.gertu■lA・,炭 化 水 素 の 燃 境

(66).,に 於 け る のproLnock5意 義(6了)・

EyringH"化 畢 反 歴…1;於 け る 活 性 化 鑓 分.=lt(107)・1.1;nehelFo`・ ・i(:・N・1ア 七 タ ル デ ヒ ドの 熱 分 解(fii)・

¥¥'elxri_A.,W臣h且.M.IL畿UreaH.C・,設 換 反.Nstnrwiss,,器(1933).

懸 に於 け る 酸 素 同 位 元 素 の 分 別(捻9)・

」.Chem.Soc陰,(1934:)・

苫orri襾R.G.W.翫JlevillcG.7i.r.,鹽 嚢 よ に.う

光 獪 感 せ る 才 ゾ ン の 分 解(IR(i4)・

Guena瞭h:M.&¥1'heelerR.、'、.戴 流 放 電 に よ る

酸 素 水 素 の 結 合(1S95)・

静 翫adIrvS,,溶 液 反 悪 の 迚 度(1910)・

川.lcy,1'.」.メ チ ル ア ミ ンの 熱 酸 化`lafii)・

'f
aclnr¥¥'.¥¥'ard.いL、 エ チ ル アw,。 ル 性,r.

溶 液 に 於 け.る 永 酸.化 一rト リ ウ ム と 恥n巳 ユー及Heza・

ch且on.. .及b「om"畠elLam.と の 反 懸 の 動 力 學

(zoos),

s。chiln.nhys.,31(1954)・

BauerE.,ヂ アx.タ ー ゼ作 用 の 機 構 ア ミ ド ンに 對 す

る ア ミ ラ ー ゼ の 作 用(a35)・

J,Phys.Chem.,as(iea4)

StecacieE.W.R。,幵atch酊 、V.H.&Rosenlx'gSII
I

箕斯 状 プ ロ ピ オ ン ア ル デ ヒ ドの酸 化 の 動 力畢

(1769).

斑on且t8h.Chem.,65(1939'55)・

B・κ1㎝虫inM・r光 化 學(1`})・

1Ccis)..溶 液 内の 酸 化痙 元 反 懸 の 磯 構 に於 け る電

予邏 移(困)・

Phi1.皿ag6919(1935:)・

lranヒ`・tl畳.1・II・.氣彊豊分幽子遯 助飴 を考 簍fiる 事 龜二俵1,
て導 か れ る徳壌 機 閲 に於 け る平均 有効 壓 力(145)一

lPhy・ik・z・r5(1954)・

i4nOle6enILu・ 脹lh、 、㌦ 水 素 源 子 の 再 結 合 に 際 一

す る 衝 突 過 程 の 研 究(98r,)・

Swo.Phye.,s(19Ea).

F
ドnchsN・.小 液 涜 の 氣 梠 に 於 け る燕 登 速 度(224)・

1

ITrane.Farad.Som,30{934),

1(.IMMlc、'cn・S・ 民Ihx.leeA・,u.}護 及 水 蒸 氣 間 の 反

應 及 新 週 期 現 象(1127)・ 鹽、

IR'illiamson.a.↑.&1(insLelwirod咽:。N.,エ ス テ ル .

l

l生 成 の動力學H+の 胴楳作触 二俵る錯酸及 メチ

ル ア ル コ6ル 間 の 反 應(1145)・

Horiutir.XP臼lanylM・ ・金 緬 觸媒 上 の 水 素の 置換

反 曝(1164)・

Z.anorg.Chem.122■(t934/ノ33)

FkraBal.、 ・,1LSchreiner}L.驪 素 酸 ゑ 臭 業 酸 の 邇 元'Liehha「 』ky71.A・r一 種 の遒 酸 化 化 合 物 の 研 究 に 用

癌 度(213>

Na㎞e,134(1834)・

Trahcrhl・ ・、V・・SOdtlOOR・ 、㌧&GayP.F・ 昏 践 る 瓦 斯

反 感 速 度 の 變 化 の 理 由(662)・

rncoIdC・h・ ・RaisinC・G・ 達W…UsonC・L・ ・ 多

ふ るRl価enfdd試 料 に 對 す る動 力學 的 觀 察(%)・

hoveｫ.G』 ・Bru糊D・ ∫・・ 亞 硝 酸 の 鹽 素 酸 及 臭

素 酸 に よ る酸 化 の 動 力 學('..3)・

JenckelE.uBrEUCkcrE"八1の 嫐 酸へ の溶 解速 度

に對 す るa-Saphlnchinolinの 蜘 制 作 用(2{9)・

,相 鮒 楳 作 用 に俵 らざ る重 水 素の ベ ン ゼ ン中へ の 直lZ,Elektmchem,,4i(X933),

鶴 入(…)。 ドFiaclJieckA..撒 個 齣 反 懸 勧 麟 の 驫

旺。巾 ・・いPd卵 ・・.,1.g。 購 ・.,R。 ・、・。1(・ ・り.

一146一



.

物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)

丈 献 集
一 岬'..、.一 … 一.一.一'一 、凡-A、 　 一'Ar「 醒 一'ギ ー

{3
-幽-」一 呷 　 一}`r.'.」'

Z・Physik.:92(1954)・.'C・mpt.
.enrd.,tg9(1954)・ 一

Rydl随,㎎R・ ・=厚 子 分 子 の 生 成 と解 離(tj!1;り ・FpresLicrH・erG見 応・レGu'ill=inq…

　
Kond7両 。w、㌦u・1訓 「isA・・Te:分 子 の誘 導 夏憶lis・{新 鐵 磁性 的 種 類(72の.

1uYi:411・・n(74り ・

Z,physik.Chem.(A],m(1399)

ScllaUピn5ヒ 面nA・1・,液 鶻 ア ム モ 昌 ヤ 中 のti:utlmiin.

の.¥mmonnlascに 對 す6ア ム モ 矗 ウ ム 麹 及Am」

ぬゴonl浦 軋E匿 の 觸err川(z8G).

・・i・・ILr.u.page・ ∫.,'・ … 化 雌 と ・rslein

及Thioglykd酸 と の 反 應 経 過(379)・

Z,physik,Chem.CA),ia2(isas).

3fumbnnじ1',:・,1=.mmiiv.法 に 佞 る 水 化 物 脱 水 の 研 究

(:.)・

Z,phyeik.Chem.,(B)27(:834)

lixkeピ 「・u・Patal凡 フ ナ ル ム γ ル デ ヒ ドψ 光 分

解 の ・.・次 反 懸 〔11〕(a3])・

舜Sch綿hG ・U・ ・原 子 欺 臭 素 の 買 瞼(ai)')).

Z,physik.Chem.CB),za(leas>.

菅S,瞳i[5A ■,高 度 乾 燥iこ 就 て(31).

Sem"n曜 旺N・ ・ 燃 燒 の 理 論(43冫 ・

Penmt鹽 ・R瓦 ・擬 爆 發 理 論 の 其 後 の 擬 展(is).

四4酸 化纎の一

P叩rll駛yG・elklai'nnyC・ ・ 尉化 ・係鍛 及 液 鷹 の 受畷 牢

の 絶 對 測 定 法(7Sり.

Lu巳LT.「1㌔ モ ー4一 中 に於 げ る爆 發研究 り1$の 新 し

き方法(92丁).

lItcllv,,ゼ ラチ ン中 に 於 け る放 射 能 活性faン の 自

嶌 虞的 分 布(1041)・

112inckF;.,=種 の ア ル カ リ僉 聡合・翁 の固 化の 状 態 矚 ・I

NIレc5合 ・.R(1217)・

Pil1艶u1【P・.或 一 定 のs金 ψ 製 法(且i_:;).
I

l.eunrsL・ 水 中 に 於 け る 極 稀 薄Gk活 性 鹽 紊 の 研 究 と

うヒ鹸 法(7?2v).

Sd川ll・m∫ ・・ 電 子 密 度 の 實 驗 的 測 定(1296)・

ihiLriszv .R・.毛 管 分 析 法 の 感 用 に 就 い て(1M)・

IPoi讐M・dDa巳lnch13・ ・ 血 輪 蛋 白 の 屈 折 評 的 研x

(iroc).

Laiasn.」 ・・ グ ル シ ニ ウ ム に 依 るFcti .V.の セ メ ン テ

ー シ ヨ ン(i408) ・

IIh取 煎P ・・四 三 酸 牝 マ ンNン の 璽 態 と水 化 物 〔14161,

脚 ・醐 ・lhM6PB・ ・隅h・d。 、、㌦11,s・humache・1・1,J.,lHelv.,18(且935)・

ッdスNン の光.fヒ學n翁生 .成 〔、,lll⊃ フ牙 兀 ゲ ン と

鹽 化水 素 との 同 時 生.成1;・K・k・ 川匸rte,匸1の.黙議 の

批 到(R1)尸

實驗力'法,装 置,無 機`匕

墨,金 相離,分 析 化學等;

A皿n.Physi】 【,2温(1934ノ 誌)・

BTunke}㍉ 純粹 の=Tβ 及Y・Nnの 研究(139)・

1.labcrlK.・ ヲ.マン綴 の強 猷 測 定(285).

RC・t'erM.,高 周波 に ょる電 解 質 水 溶 液 の透 電恒 轂 の

測 定(320).

Ber.Dt臼eh.ehem.Ge8.,67(1954)・

S"edbcrgT・ ・超 遑 心 機 と其應 吊範 鬮(綜 蛻AlI了).

HahnO,1放 射 能 法の 化 學 へ の應 剏(綜 設A150)・
コ

"'edekTndE..非 電 離 溶 媒 中 の 霞分 解 を知 る手 段 と

して の 活性 ア 亠 モ ニ ウム鹽 の 光 旋 光 能 〔X〕 不 齊

竃 素源 子(200了).

SchmidtE・ ・Hecker、L,∫andビ1鴫urW.u.Atte:erM .,

電 導 度 滴 定 に ょる緞 維 素 の カ ルボ ギ シル基 の 宛鉦

的 决定(2037)・

CanlirniR・ ・紫 外 光 に 於 け る果概 分 解 に よ り測 定x

る ビ リ.ヂンの紫 外 吸 敢.鈍 液 鰍 或は 溶 液 の紫 外 吸

收 の 測 定 に對 す る一 般 法(3)・

J,Am.Chem.Soc.,56(IB34)・

{.aJy(葺 ・]1.,爆 慶化 合物¥nsF(ｰ_63i).

l
ScwmBW・C・ 起HIlrtf町dW・H・,硼 酸 の 憊合 反 慮

〔26[3)、

¥IC(:ay・ 凡 ・・,澱 と し・ ・吻 櫞(潮 ・〉

」,Am。Chem.Soo.,57(1935).

11'eiaer.it.B・&¥filligan.W・0.1水 化 酸 化 物 に 關 す

る.X糠 研 究 〔V〕 β・第2酸 化 戡1水 化 物(238)・

IladyG・ 旺・・永 及 永画墜化 物 に對 す るFの 反 懸 〔2{6). .

ド濺 臠 …A.,a¥*i(CO)av)1'arachnr
¥¥'hitrW・P・ ・ ピ 昌 レ ッ ト を 讀 む こCに 閲 す る 考 案

(ss_).

J.Chem.Soc.,(is54).

'limelcusILJ
.,tamsP.¥¥'.,KingA..PearsonT.

G。,1'urcellR.x..SBrixoe….1.V.a.,水 業 中 の

同 位 元 素 の 比 李 〔fl〕{fihの 源 よ りの 水 の 霜 度 の 構

密 比 鮫 に よ る一 般 的 撫 察(inge}.
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Goldfinge「P.'eiScheepecsLド 戦 水 の 製 法 と そ の 系

本酸化物沸嬋の電位差計によ.る遉究

Rhedanid

Pbrdnピ 【M,u,$cbmi"垂G.,2成 分 系 液 盤 の 紫 外 吸

收 〔V:〕=チ ル ロ ダ ン ～ ヘ キ サ ン 系(245)・

1SCunstiinP,・ 同 上 〔V
.Ll〕Aタ ノ ー ルll,の ア 昌 リ ン

.耶 一 ケ レ ゾ ル系(24s>

11estePierM… .1・"tichattei'll・ ・ 同 上 〔vHPア 廿

ン.～ ペ ン ゼ ン系 虐52)・

】lature,1轟4.(1854)・

W曁hitAker1.L&、Vhyし1a{～ ・rGt.ay 'i'こ.;ln1.:IJId.p.1L&

IngeldG.K・ ・ 鰹 水 の 製 法 及 普 通 ホ のD'Hの
;

決 建(66亅)・...

1蝦endJ・N・ 改]lark・S・ ・ 遘 酸 化 曹 遖 よ う酸 棄 の 製

法.;危 險 な る.貰 鞦 の 一 例(778).
る

1temalj・D・.塊Ctoss'fot;tD・.小 給 晶 の 密 度 の 決 定

に 於 け る 遉 心 機 の 利 用(809)・

量Cutler(:■IL起 師a【 【o・・EJ・11・ ・幣 チ の ・NLUtM(Sle)・

Cheesman(;・H識 】加canl、R・ 噛過 酸 化 曹 逹 塰h

d)・ の 製 法(971)・

」メIW響T圏M・ ・侘 學 に 於 け る 旋 光 訂 法(92け)・

著 者 な し、 毒 物 に よ る 載 爭(952).

いw写1'・M殉 化 學 に 於 競 る 旋 米 計 法(tli]s)・

:TaftinI・ 〔;・・光 學 の 最 近 の 幀 向.(98;り ・

.音者 な し
・ 甫 性 イ オーンの 構 邉(置017)・

Naturβt135ttt(匪955)・

K… 鼠&Si・6眦 鰍 冷 却 法1こpmtる 職 〔:;1)・

Wとk呻 小 掌 宙 放 驟 星 のrcre(36).

Dro二 蝋 甑V.・k .;annS暉 く.,非 常 に 弧 いC(,erc;tiVu

fhTccを 有 す 繍 齢 合 金(36)・

Ab山 匸司ry、v,Tr茂1,ic駈i .nti【鹽nS●,_s覧y`噸i■L艇 レユーβ 分 子

間 轄 位(95>

ユ〕ldtSF"'andJ・ 、、㌦IT・MRol"rts,,n(り ・ 異trnt穎

.・の 轉 位 〔1り3)・r

耳 郎 町w風,32(tgl4)・

}'nppgrK"不 瞭 定 律 の 批 列(807)・

J.ohim,phyB,ドa.(1939)・

統 的 計 算(628)・

lleeryL,彊 水 素 ラ ン プ.(titi3)・

r【6皿stab,.Ohem.,65(1959!55)・ ・

Hayel:G.,

(293),

1'昏【ell脚ヒr、Lu. .1.itxLmrc:It.・S譬 罵面i及

團 に よ る 紫 外 線 吸 收.(2:iJl・

'一_、

意 義(822)・

D・crimeH..郷 轟螢 光(麟)・

A8tUT9/198.,Y3(1933)

Durim;ti.・ 結 晶 螢 光(19)・

」"rnirleJ・ 榔 水 の 金 含 有 に 關 す るHater

(5ハ.

Phy8.$ev.,46(1934)・

棄 の 卑 存 在 蹟(8蝕)・

IAN'1>G・N鴨 元 素 の 鞍 生(s9η ・

魁 イ オ ン の 觝 電 力 源(102了)・

Phy8ik.Z.35(19茜4)・

H・bm鯛 皿nlし1跏.Sc匿Lu!re.a.,,

點 の 測 定(S81)・

1.}ebyeP・ ・ 低 溝 生 戒 の 磁 鼠 的 方 法(923).

の研究

Brtacra・K・ 義K贐 ¢ckP・P・ ・Ij・K・Rh及 同 位 元

TuneM・,,・Uahl .ぐ)・.&panAllaC・.M・ ・sew力 .な る

CrJ虹 抵抗sTの 嬢融

Chsiusli..液 膿 水秦 に 關 す る二 の 溝義 實 驗(929〕 ・

PIDMJ・ ・光 電 的 に 生成 せ る電 子 に よ る電}光 學 的 寫

像(lbO3),

Physik.Z.,ss(tsss).

Vo.erH・ ・ 丁`ゆ一〇・〔㎜lmmH9の 範 璋1に於nる 手

持 廻 簿 式 眞空 詩(り ・

]:uknkampR肌9箇 單 な る 自記光 度 計(w)・

kkl・吐・・・… 』 ・ri,及 … 艸y巳a… に 幹 け る

X線 に よ る 『F渉 言†廊り潤哩定(85)響

Reo.tr胛6,59(犀9お)・

、'andorM「ulenJ.B・ ・ シ リ カ ー ア ル 蕚 ナ鐫 化.合 物 の

陽 イ オ ン交 換 現 象 及 其 の 結 晶 構 造 間 の 閲 係(107)・

亅.lunlerR・F呷N翫[nuoLR囲.P"r穐 じh卩rの 解 憚 」二對 す

る 二 三 の 流 意(114)・

Rev.SCI.Instr.,8(1935).

Edil.・r1934年 度 の 物 理 學 の 邂 歩 〔1冫

Ouし1L黄Fick1しnJ.11..空 氣 中 の 麒 の 直 接 撮 影

(り ・

1～uirkA.L..¥R㏄kC.,1.,.,液aeの 吸 取 胼 究 川50niし

nler(mmピICf〔 ξ1)・

●M
隲川 【㌧.&、IillsW・R・7交 流 胡{・ メ ー タ ー の 組 立

と鍛 ㈹ ・

¥fudlcrR・IL&SLrirerG邑L・ ・ 情 密 隷 射 糠 積 算 器

ps>.

¥OLileH・ 」りKer:cellの 技 術(.〉.).

}恥wlεrk・ 且㌦ 可變 翼 斯 漏 洩 毛 細 管(Yn).

・鬩 一 一 。醐 魏 ・某・戡 黝.h一 ・.。黝 鯛 ・ 〔1・〕…〉

taa一
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^ウ 臨巨… 馳.^^～ 「へ「一 一

Summe「sK.D.,光 量 干 及 電 醸 粒 干 に對#b .贓 刑Ka「aoglannrZ・ 乢S・ 巳o醜b・ 出 ・・ 沈澱 勦 臨

ache動 水 檢 鼓 器(39).

S匸even+D・S・,掻 度 放 電 管(4U)・

1{unlF・V・ ・ 高 癌 証 鏃 用 の 直 諌 娠 動 数 計(43.}・

r・se¥1'・P.,陰 榛 鏤 管 を 用 ひ た るX繰 定 量 化 學 分 析

の 簡 單 な る 髄 置(a.)・

ZeLelti・M・ ・ 嫡 軍 な る 高 癌 油 擬 散 ボ ン ブ(魂),

Sow.Phye。,6(畳9341.

1:0vkvW.5,.IigT,の 新(栓 色)變 態(31S`).

2.anorg.Che皿,,221(:934)・

Di!・ 聖し …U】1・iCllト ㌔・S。 を 含 有 す 弓 鹽 酸 の 黄 に 着

色 す る事 〔灘).

HBniSacl】midu.凵.S【uhil山 じn1{..kaの 原.xttの

訂.v:(65).

1[cavallJ.A.i・ ・Sdiillcr1:.,金 臘 化 物 の 輙 及 石

英 の 縞 鵡 學 的 榑 移 に.依τ 高 め られ た粉 末状 漉 合 物

中 の徒 酸 鹽 の 生成 遖 度(97).

Ger』chw・u・Riedll㍉ 分 光分 析的 研 究 〔Xlll〕

新 第 一 次it,基 準 彊 の 分 光 冩 颯 器 に よ る純 度 試驗

(1αり・

】lergstrwnド.W.、 液 職 ア 亠モ 昌 ア 内 に於 け る カ リ

ゥム ァ ミド と硫 黄 との 反 艪…(11;り..

1[3nigschmi【11),u・SchLsR.、 脈 の 瞭 子 績 の 訂巳正

T^】irnの 分 析(匪2!り;

1輔P.u.訊 ・kwk・w..摩 擦 酸 咒 の 誘 螢(1了7).

TuI噛配 曜uD・ ・`N町 ゆ三s水 溶 液 の¥ln'÷ に 封 す る

舉 動(1822)・

Z.anorg,Chem・.221(1935)・

】;aurrIL・1・n酸 化 物 の 研 究,孤 光 中 で 弗常 に 燕 凝

し難 い 物 質 の 定 量的 分 光 分 析(209).

16ileG.1聖.ZinhじrW..命 颶硼 弗 化 物 ア ムモ 矗 ア 化物

の熱 分解 』(22昂).

1C{IW:IY'R・u・11rinridil㌦fζ 胞 和硅 化 水 素(277).

K呱i蹴A・ ・raJ:auの1朧 をNl.i.る 沃 和 わ 例

定 量 分 析 〔3!呂).

・酬 ・・㎞ 喚 ・論 脱… … … 〕」

cr族 の金屬5カ ル潔昌ル及其生成法 と反應幔構
.

(32り ・

同 上8同 上 〔¥¥且1〕Cr及MI・ の6ヵ ル ポ ニ ルの

反 感 及 誘 導 體 「33i)・

同 上,同 上 〔sinりu'n方 ル ポ 昌.ルの誘 鄲 醒(349)・
I

IbmH,.J.u,M巳imhraucrR叩Phア ル カ リ ハ 鬩Yン1

、儲 灘 成 の 簡 耽 る8ft99fiik(蹴)・1

一 餾■ ■■■』 、

〔¥V〕u,:zro;.栖"等 が硫 酸 錯 又 は硫 酸 パ ウ

ゥム と して沈 澱 す る現 象(369)・.

1.landdsenu・,系 統 的 蝿 租力 理=自 へ の寄 典 〔ti.4〕k[一

「
Y系(鈴 り ・ .一

Z.Flektroohem..4i(1935)

恥 酣 「 」・ 臨U・ 山冊E・ ・ 躍1こ 於 け る温 度 篩

(9).

1¥lnnczzllE・,陰 極 電 流 分 布 を 直接 測 定 す る正 暗 な る
,

方 法Rio)・

Ikhlingn巳.1虻.M9,Z隅 、Cd.iio.A1,Shの 合 金

性 質(2`P)・

.(imLeqミ
響1圏.¥1'inAleiil,Ca-Po系 の 磁 氣 的 研 究

(;;).

醜):uukLltler{:.,:丿 こ猟 中 のKr丿 凌Xじ の 含 有 量 新 決 定

(;a)・

L;1n昌1'L・ ・ 物 質 燮 牝 と そ の 抑 缶ll(1〔,7)・

z.Phyδik,92(;954)・

ScLtlle・ 蛎LLlcLmi`llT』 ・s川 同 位 元 鍛 に 於 け る新

現 象(148)・

C・ ・lW・fightc.H.,熱 電 堆,こ 仰 ラ ヂ オ 〆 一 タ ー,

ラ ヂ オ メ ー タ ー 及 溶 ロ メ ー タ ー の 感 度(ira)・

SeematnnI.L・ 電 子放 射 に よ る正 し き腐像 性 の 條 件 と

限 度,縞lll疎 面 赤熱 線 の 圓 筒 状 電 彎}に於 け る電 子

軌 迸(v)・
の

ALieTrI{・ ・1〈icdlE・ 覧1・SeemaTlnlT・ ∫・・,㌧9."J合 し3じ

の 磁 氣 的 電 氣 的 及 分 光 學 的 研 究(291).

TtdUchttE・u・Knechlw・.電 于 光 學 的11nme面 ・fLL

l.,111・聖c雨 に よ る 商 分 解 能 の 遑 成.(郵2)・

BriicllcL・ 幾 阿 電 子 光 畢 に 開 す る 二 の 新 論 交 に 就

い て(31i),.

Z.physik.Che皿.〔A〕,17t(tg34)・

J"n.get)w.1'L.1'匸n'es亅,ll.Richl●r(:.,ア ル カ リ及

ア ル カ リ:1:ra定 鼓 へ の 分 光 分 析 の 懸 用 〔IV〕K及

Caの 後 量 分 析(268)

ScllmidtG..粉 末 状 物 質 の 外 面 研 究 に 封 す る 力 學 的

な一 新 方 法,廻 縛 壕 内 に 於 げ る 軽 紛 末 の 還 動

{2捗9)・ 、'

Sacl)bscIL臥BtatzlerK・ ・ 熱 簿 導 に 俵 る 重 水 素 の

正 碗 な る 定 餓 の 簡 單 な る 方 法(331).

ITeroldW,,A.Stem乢Ii.Wedしrle㎞ の 蟄 丈 ・・})・r;

phyr;n.の 光 吸 收"に 戟 い て(463)・

ISterelA・ 乢"'cndprleinH・ ・W・Heroldの 吾 々 の 踏

」49一一
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46 交 猷 集
一}'職 一,、 ～西、、}魑尸ヒ、一 「一7.…A...{齟(. }.'rい 、.、.....rへ

夊 ・・PI,ηコII頭r、..の光 吸 收."の 枇 判 に對 して(ac;)

Z.phyazk.CLem.〔A〕,172(]935}・

Here.1・ ・混合 氣 體 の分 米 電 量 分 析 〔9う)・

YlalceE.・ 改 莨徹 分 氣 壓 酒aeMt(105)・

Schu』er竃H.匡C眠K6,元 素 ②定 量 分 光分 析 方 法

Sn+Pbの 研 究(143)・

Z.phyeik.Chem.〔B〕,47:(1954>

陰㎞。凧 。。。灘 魏 。、覦、

F'renzelH.u.Scltultr_.H.,超 音 波 を 受 け た 水 の 套

光(規 報)(421}・

Hok:E.,水 の 比 重 の 便 か な 蓬 の 決 定 ・(atl〒)
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